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巻 頭 言

今日の如く,医薬の進歩した時代でも,病気の理事と発病の頻度は少しも減っていな

い｡病原菌も特異な新型と化して,人間に対抗して来るものが多い｡将来,医薬品を研

究し,医師と共に人類を疾病から救い,守ろうとする聖なる仕事に従事し,入寮の幸福

と文化発展に最大の努力を惜まない我々が,この事実を直祝し,新なる自覚と熱意とを

もって学問に立ち向わねはならぬ｡

学問の道はあくまで峻厳であるとはいえ,真理に対する愛と,真理に基く勇気はこれ

を在服する貿格をもつものである｡自己を棄てた真撃な態度と横溢した合理化 ･実証的

精神は自然の裏を看破し得る唯一のものと信じて疑わない｡全身全霊を捧げて未知の真

理を探究せんとする姿は全く尊いものであり,人間の魂が澄み切った青空の如く浄化さ

れる一時であろう｡そしてこの様な生き方こそ.我々学生にとって,もっとも望ましい

ものであり,美しい清い人生を形成する一助となるに違いない｡

歴史の示す如く,科学は実践的要求から生まれ,理論的体系を作る所に成立 して･来

た｡そして実践と理論は抽象的に分離されるものでなく,あくまでも結び付こうとする

ものであり,実践の発達は理論の発達を促し,理論の発達は実践の向上を釆たすもので

ある｡かくの如き見地からすれば薬学の理論的研究が人帯の疾病を除去し,快適な人生

をもたらす秀れた医薬品を作り出す所に直結してい.るのである｡薬学発達の一端を担う

べく,我々は心の底より人類の幸福を希求し,我々の使命の重要性を喋く自覚してあら

ゆる困難と闘って,ひたすら努力していきたいo

学生生宿のより良き楽園の実現と完成とをめざし,文薬学を通して明るい平和な理怨

の国の建設に寄与せんという共通な目的をもつものが共に語り,考え,討論していく広

場としての ｢あみこす｣が専門課程をもつ来年こそ,学問的色彩の強い機関誌となる様

念願するものであり,原子が分子,そして更に,高分子化合物と成長発展する如く,向

上の一路を辿り,躍如たる熱意に張れた名実共に秀れた磯閑話となる事を信じるもので

ある｡
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三国史はわれわれ少年時代の

愛読書の一つであった0番宜,県

局,の興亡の鼻面史であるO鈍

の曹操は北方西安に在り,呉の

孫権は今の南京に都して中商支

に帯をとなえ,劉備は葡すなわち四川省の成都にあって鼎

立し天下を三分して争-'た｡歴史は繰り返すというが太平

錘職令でも中国は三国史そのままであった.

説は宅択乗の赤色政権,県は住持衛の南京政拾,郡 こよ

ったのは重慶の蒋介石であったo

赤壁の戦に曹操は ｢月明らかに塁稀れ忙鳥豊島南に飛ぶ｣

と歌って一敗地にまみれて北方に去ったが,一度大勝をは

くした呉の孫権が先ず病に籍れたのはIEE精衛が多発性骨髄

屈で昇天したのと軌を同じくするものである｡

南京城外両花台の盛宴に呉の宰相周愈の肝計をのがれた

劉備は諸葛孔明を絵参謀として苛の天下をおきめたが,三

国史演義中で最も大衆の人気を集めて居る点は蒋介石将軍

が当時の中国青少年の掲迎の的であったことと滴 じてい

る｡曹操自身は中道で発れたが三国時代の最後の勝利は魂

の国であった点も西安に拠った毛沢東を思わせるものであ

るO今や毛沢東治下の中国は新しい国家の建設に営々とし

て成果をおさめつつあるときいている｡

私は鈍の曹操の現後の悲劇の-コマを忘れることが出来

ない｡曹操の子骨橋は文武両道にすく･れて居たので父曾根

岡 崎 先 生 へ

一歓 迎 の 辞一

岡崎先生を私選薬学科学生-同心から歓迎致しますO

長年おっとめになっておられました新潟大学から,あら

ゆるものが不完全であり,何かと気苦労の多い創設時の我

が薬学科に来て下さいましたことは学生一同感激のいたり

であります｡

四月十四,五日,我が薬学科に相次いで不幸が起りまし

たO校舎の焼失,一色教授の御急逝という悲痛な出来事で

-〔ありますO

馬小屋の様Ts:みすぼらしい建物{･も授業は出来ますが,

立派な先生なくしては,寅理を探究すべく充実した学問を

やることは,現段階としては不可能なことであります｡こ

の様に考えた私達は当時突然親に先立たれ,家もなくした

赤子のような状7割こおかれ,みじめたものでしたO

私達は現代の世の中から見た場合,社会の片隅に忘れら

悲
黒 川 利 雄

は首府を太子に立てようとした程であ.,たがついに見習石

に後をゆずった.首石は瓢の文帝と､称したが,.碍管椿の万

を憎くんだ｡

骨壷は弟の首椿を呼んでこれを殺すことをはかり,｢お

前は詩人であるから自分に対して二心がないならは今壇ち

忙一幕を成せよ,七歩あゆむうちに詩がならぬならは勅命

に背むくものとして死をたまわるべし｣と吉っ.たO

ところが嘗植ほ声に応じてたちと■ころに-詩をものした

豆を煮て持し葉をつくる

蔵を催して以て汁と為す

筆は基底に在って燃え

豆は豊中に在って泣く

本畏れ同根より生ず

相煮る何ぞ太だ急たる

これが有名な七歩詩と称するもので,同じ父母から軌

た兄弟でありながら一人は蓋の中で煮られ,一人は釜の下

のタキギとなって燃えているという切ない気特を講に託し

たのである｡兄管玉は深く熱ずる色を示して嘗値をゆるし

たといわれている ｡

毛沢東氏はこの度の政変に血の粛清を行ったかど5かほ

知らぬが,まめからで豆を煮るが如き同胞相うつの惨事は

永久に見たくないものである｡ (東北大学繰長)

れている無力に等しい存在であると知りながら,一致団結

して,目に見えぬ大きな力に体当りで行きました.

その後,いろいろの困難な事億に直面いたしましたが,

諸先生の温い御援助と琴い御理解と,そして私達学生の一

致協力のもとに,どうやら最大の危機を脱し,一応の解決

を見ました事は,学生一同大変嬉しく患っております｡

私達は数々の難事を体験することによちて,創設当初の

学生に課せられた使命の重大さを心から痛感せざるを得ま

せんでした｡

. 私達の前途は決して容易なものではありません｡しかし

ナ前途多難とはいえ,それにもまして,私達の進むべき道は

一層希望に満ちあふれているものと確悟しておりますO

微力な私達ではありますが,熱あり,力あり,温みのあ

る先生と一体となって,必ずやとの難局面を見事突破し,

東北大学医学部薬学科の存在を世に知らしめ,数々の立派

な研究の成果を全世界に発表し,人類の福祉に貢献すべく

努力する所存であります｡

一東北大学医学部薬学科学生一同-
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- 座 談 会-

医学部名誉教授 中沢先生を囲んで

7月18日 (金)医学科簾1回卒業の中沢房吉先生を仙台,原の町にある国立病院に訪ねたO

｢あみこす｣第1号に御寄稿下された医学科第五回の卒業生の武藤完雄先生 (現医学部長)の文章の中に

｢中沢先生との座談会を開いたら,同じ1･2期の学生として得る所大であろう｣ということが書かれてあ

りましたので,16日武藤先生を訪れ 先生の御紹介を得まして,中沢先生を訪ねる｡

18日に約束するという快諾を得約束とおり,午後1時半に国立病院に先生を訪ねたD

間 お生れはどちらですかO

筈 戸籍調べみたいだな (爆笑),新潟生れでれ 北海道

に束子となり,柏崎の中学から二高に入った｡こんな事

云ってもしょうがないなO

-何となく入学一

間 ではきっそくですが,当時の創設学科Kお入りになり

ました動機をお話し下さい｡

誉 二高卒業後,東北帝国大学医科大学が出来たので,入

らないかとすすめられ,おもしろいと思い,大正四年第

-回生として入学してしまったわけだO (′､-･･･..)

間 一回生としての心境はとのようなものでしたか｡

筈 入ってみて一,二回生としての責任の重大さを感 じ

たO何しろ一,二回生というのは責任が重いですよ｡

一当時の学生は老成学生が多かった-

と云うのは,当時仙台には大学と云えは,東北理科大学

きりなかったし,医学部を設けたと云っても,高等学校

からの入学者は極めて少く,高等師範系統が多かった｡

現在で云う,中学-高校一大学と云ったコースを通った

ものでないからして本当の大学生 (?)ではない訳だ｡

黒田ちか子君等も相当の年だったし,云うなれば,つま

り老成した大学生が多かったD校名は東北帝国大学理科

大学と云って,札幌農科大学 (これは後北海道大学農学

部になったが)が東北大学農科大学の中に含 まれてい

た.大学に入った者が寿子を持っていたような訳だか

ら,悪い者とはちがう｡だから大学生とはどんなものか

あり方すら知らなかった.大体旧二高生は理科大学生等

を軽蔑していた｡

開 生徒の数は何人位でしたか｡

筈 一回生は五十名足らずだったが,帝大系は八十名が定

見とされていた｡専門学校は六十名だったな｡戦争時な

ど多い時では首名以上とった事もあったよ｡

-いつの世にも変らぬ世間の見方一

同 世の風潮は創造時の医科大学を東北帝大の一部と見な

していましたか｡

筈 世の人は,医科専門学校 (第二高等中学医学部,仙台

医科専門学校,東北帝大付属医科専門部)がそのまま大

学に変ったものとしか見なかったD東京,京都 の大学と

は一段下った三流校といった見方に懐いていたO事実は

医科専門学硬の先生は退職したり,移転したり, 助教授
になったりし,又制度も全くもがったものだったが,鍾
物が同じ関係から,医尋の昇格化と云う見方が強かった
訳だO

-実力以外にあり得13.い-

間 この世間の見方について,当時の医科大学の学生は,

どのように感じていましたかD

筈 これに対して我々は大体二組に分れたO我々憤慨組は

世の考え方を自分遠の実力で打ち破って見せる,と云う

猛烈な愛校心をわかした.一方では甘んじてさばったり

したものもあったが,心あるものは自分達の実力で一流

校にしようと情熱に燃えていたのだ｡

間 当時医科としてはとこがよいとされていましたかD

答 医科に関して一流は,東大,京大,二流は九州 (福岡

医大)と三校が上げられ,金沢,熊本,千柴,岡山などの

医専は段が適って扱われたOとにかく我々,とくに二高

から来たものはものすごい熱意に燃えていた｡ (これ以

上の熱意を持って我々も勉強したいものです)

間 当時の教授の陣容は充実していましたか｡

筈 教授としては立派な人達一帯壁,責鍋,本多光太郎氏

等が居たが,充実したものではなかったな.それでも学

生は全国の高校から (つまり一高一八高,即ち現在の東

大,東北大,京大,金釈大,岡山大,鹿児島大,名大)

来た｡

間 創設時の講座はいくつありましたか｡

筈 大正四年九月二十EI頃学棟が始ったが,初めは教授も

外国から帰って来ない｡病理学,解剖学,薬理学の先生

がいただけだったOぱく達の頃は高城三年,大学四年で

インターンというものは特になかったD猿烈に勉強 し

て,大学コースを三年半でやり,半年を臨床実験期とし

たE,好きな碇宋科目を二ケ月,基礎科目を一つやる事に

なっていたoこれは-1牢きりLかつづかなかったDぼく

は内科二ケ月,外科二ケ月,細菌学四ケ月を二月から五

月の闇にやった (当時の卒業は七月だったo)
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T,,1 :軌 ､学生と老いた学生との間は如何でしたか｡

筈 高等学校出の若い人々は,当然老成した大学生と調子

が合わなかった｡尚更野心に燃えていただけに彼等とは

合入れないものがあった0

-割設薬学科の立場一

間 現在創設時の薬学科と当時の医科大学と比較 してみ

て,どういう感じをお持ちになりますか,世間の見方と

いったものを一つ.

筈 一色君がなくなられたり,校舎がやけたりで,ある人

遠は,｢薬学科が出たと云っても,某大と似た りよっ
たりのものだろうし,東大の薬学部とは比べ ものにな

るまい｣と云った見方も事実しているし,君達の立場は

むしろ我らの立場よりもっとひどいかも知れない｡我ら

の場合は設備等完備しないまでも,陸軍病院,県立病院

(北四番丁)等はあったのだから ｡もちろん木造の病院

であったが,校舎は今の法文学部の二高の一部を間借り

していた｡ここらは君達薬学科と似ているねOだが現在

の秦学科より相対的によかったなO

(現在に於ては,社会の一隅に忘れれられ1二存在に挺か

れている｡薬学科の存在を知らすべく,どなたか早く立

派な研究をやってくれませんか,秀才である諸君に期待

します｡この記事を読む諸君よ,よくかみしめて題進さ

れたし)

-中沢先生のフ7イトー

問 我 初々期学生の参考としたいと患いますので,当時の

先生の勉強方法をお話し願えませんでし.Eうか｡

苔 大学生とはどんなものであるかも知らない状礎であっ

たから,結局何もかも知らない｡休みに二高で-,二番

の秀才が東大から煽って乗るのを待ち受けて,五色沼で

スケートをしながら,東大の様子を聞いたものだ｡九月

から十二月まではただ夢中で過したけれど,それ以後は

いろいろ考えたね｡彼等との接触で大部大学生清のあり

方を知ったねO高校から曲譜はよく使ったが,大学に入

ってから彼らはEr常語も,曲譜にテ,二,オ,-なつけ

た様なものだったから｢--ア,大学とは地謡をむやみ

に.使う所かな｣と考えたOぼくは日本語訳のものを多く

よんでいたが,彼等の話しでは,講義は独語だけ,-ン

マーシュテン･ポ-ミシューEl五十頁-生理は ｢チーゲ

ルミュテyト｣-Er五十頁,解剖は ｢ラウゲル ･ユブシ

イ｣-El五十頁とのことDとVL_かくおとろいたo｢こい
つは大変だ,とにかく読まなきゃ!｣それからは翌日講

義があると倍以上もよんで聞いた｡ところが驚いた事

は,ほとんど先生の云う事が同じであった｡ (目をまる

くして見合す) (諸君は毎日新しい事を聞いている様な

気がしませんか,全く耳がいたいですね｡)新潟大に入

った親籍の子供に参考書をやる際本をめくって見て,試

ながら感心したね｡どれも皆びっくり,読んだあとがつ

いていたのには--･｡それ程に読んだのも目的は只 ｢東

大に負けてはならない｣と云う気持があったからだ｡こ

のために本を読むくせがすっかりついてしまったが,そ

の頃,二年先輩の東大生に合うと,｢彼等の云ったそれ
程本を読むなんてうそだし,第一図書を集める高い金な

ぞあるはずがないO講義を執Chに聴き,判らん事を図番

で調べる程度だ｣と云う事であったが,とにかくでたら

めを云ったにしろ彼等のおかげで,原審が早く読めるよ

うになったのだから,感謝したけりヤならんれ 当時,

帝国大生はEI本譜訳のものを読むことを軽蔑して,原雷

を読む事を誇rLしていたねO

間 先生が医学生でおられた頃は第一次欧洲大胡のあとだ

と患いますが,独語の原書抹豊富にありましたかO

誓 いやなかったね ､な-こしろドイツから本が来ないので

古本を集めたものだoLかしそれらなどの程度軒こ読むの

か,それを知らなかった. (笑)

-立派な研究を権威奉る雑誌に発表する-

間 静ま別になりますが,専門的医学掛まいつ頃出釆たの

ですか｡

筈 東大では大体数段は年をとっていて,停年に近かった

から,そう勉強しなかったが,東北大では三十代から四

十代の若い先生が多かったから熟Ehに研究し,全国の大

学に先先だって医学誌 ｢TohokllJolユrnalofExperi一

mentalMedlCimeSendaiJapan即ち｢東北実験医学雑

誌｣を創った｡これは研究論文を,莱,独,仏のいずれかで

発表するもので,昭和七年これまで黙々と研究を重ねて

来た人 が々,続々自分の研究をこの医学雑誌に_発表し,諸

外国と加科交換をして,価値を認められるように･･･外国

からの機関誌が増すと共に,東北大の存在が世に知られ

るようになった訳だ｡大体初めて発衷すると反響がある

ものだが,この反応があることはその論文が認められた

という事になるから,その論文に_対して諸外国から個人

あてに来る手紙は非常に価値のあるものだった｡年に六

冊外国に配布し,加藤,佐竹の二氏が熱血に編集してく

れた｡加藤氏は現在仙台原の町国立病院々長｡

(この誌 ｢あみこす｣が薬学専門機関誌になり,英,仏

放語でどしどし各自の研究を発表し,権威ある世界的な

中沢名誉載捜略歴

明治45年 新潟県立柏崎中学校卒業
大正4年 第2高等学校第2部卒業
(/ 東北帝国大学医科大学入学

I/ 8年 〝 医学部卒業

I/ 〝 助手 (内科)となるO

〟12年 〝 助教授に任命さる｡

〟15年 5月より2年間 ドイツ･伊 ･米国へ留学

昭和19年 医学部教授に任命さる.内科第2講座担当

〟28年 医学部長となる｡

I/30年4月 〝 辞任

I/32年4月 東北大学医学部名誉教授の称号を授与
さるD

- (S )-



雑誌にな･,てもらいたい｡語学力の不足を痛感,あまり

さばるぺからず)

F,,1 こう云った種類の医学誌は,当時他の帝国大学にもあ

ったのですか｡

箸 当時他の大学にはなかったO東大あるいは列国から原

稿をのせてくれるようにたのまれた｡東大はのせてくれ

るようたのんだが,さすがに東大だ,東北大にならつて

同種の話を出す事はしなかったが,名大,北大,熊本大

広島大なとあちこちに同様のものが生れた｡

一薬学の発展のためには一

間 初期の学生が必ずやらなければならないことは

誓 まず何と云っても立派な研究だ｡実際,学校での成観

も勿論必要だろうが,名声を得るかどうかと云うことは

研究にある｡努力して勉強すること,卒業してからも研

究をしっかりしてどしどし立派な研究を発表すること,

これが絶対に必要な事である｡創設後,我が医学部は,

建物は小さくても立派な研究により内容は充実したもの

としてたちまち一流に認められたO

-薬学科創設の意義一

間 この辺で薬学科新設の目的とか云ったものをD

筈 どうして薬学科創設が叫ばれたかというと,医学には

予防医学と拾寮医学とがある｡どうしても治療が必要で

ある｡終戦時典がない時,昔からの利尿剤,草根本種を

薬として使ったけれども,分折する事も薬化することも

医学の力では出来ないDそこで単に調剤するだけでな

く,医科と一緒になって研究する治療医学部部門がほし

いと患った｡優秀な学生が大学院で研究して姪しいC東

北は土地が広いだけに種々の薬草があるが,これを診断

的に使うとしても,どうしてもそれらの分析,研究を専

門とする典学科がほしい｡これが薬学科を新設するに至

った目的である｡学問も勉強法も未定のまま,第一回生

あるいは第二回生として何とか苦労が多い｡ことに物理

学的基礎 (特に_電気部門)の上になった分析化学は進歩

してトラットで焼いたりする元素分折だけではなくなっ

た｡物理怒気を利用するやり方など様々であるC

一仙台よいとこ一

間 仙台は静かで勉強するには全くよい所であると云う諮

ですが｡

誓 そうだね,幸い仙台は還境もよいし,遊ぶ物もあまり

たいだろう｡ (笑)まあスケート位だろうな｡研究だが

ね,やり通すと興味がおきてきて,12時でも1時でも徹

夜して,それが何よりの番びとなってくるものだ｡東京

ではよく落ちついて勉強出来ない と云 うが,相貌 野

球,映画とやってたら忙がしくて,勉独するひまなんて

ないね｡だから仙台にはよい人が集まるわけだね｡ぱく

は仙台のよさは適当に都会で,適当に田舎だというとこ

ろにあると恩うねo山,川,海その他まあ文化施設もあ

るしわ｡

一伝統は五回生ま･ぐでざまる一

隅 初期の卒業生の万には,との様な方々がおられますか｡

答 一国にぼく,二回生に桂重次君,三回生に落山君,四

回生に黒川君,五回生に武藤君がいたが,いずれも旧二

高生でね｡だが一回生はつらいね｡大体五回生までで基

礎はきまるものだね｡ (五回までですか,これはうかう

かしていられません｡あと三回ですね,お互い顔を見合

せため息をつくD)

-研究室に護れ一

間 卒業後大きく分けて,会社に分ける人と,研究に残る

人に分けられると患うのですが｡

筈 卒業してからも,経済的余裕のある人は,研究室に残

ってなんとかして実のある研究をしてほしい｡そして薬

学科の存在をはっきりさせることだ｡注意をひく論文を

｢東北医学実験雑誌｣に発表する事だねO

㊨留 学㊨

外国ではデンマークがよかった｡満30才の春で博士で

助教授に_なり,すく.文部省在外研究員を愈ぜられたOそ

こでもやっぱり役に立ったのは本をよんだことだったO

-先生の人選の方法一

間 留学する時とのような人の所-行こうとお思いになり

ましたか｡

箸 別に行くあてもなかったから,好きなところへ行きな

さいと言われたので,｢一番いい本を書く人の所へ行こ

う｣と患った｡そこで図番館へ,丸善から本をせっせと

買ってよんだものだoその頃は欧州戦争のすく･あとで,

価格が変動していたから安い時に本を貿さのに骨を折っ

たね｡部厚い世界内科全書をみたりして,やっとピタリ

きたのがデンマークのノーベル賞受賞者のアウグスト.

グロウだ｡これ迄の医学は解剖医学が主だったが,その

頃一歩進んで実鹸医学が勃興してきた｡これは人間の状

頂を動物にこしらえたていろいろ実験をしてみる学問だ

がねO彼はその実験医学を扱い ｢毛細血管の解剖及び生

理学｣という本を出していたDこれはかねてぱくが考え

ていた新陳代謝のことについて番いてあったO次のアル

ベルト･フィッシュル,ホット･7-ルドが院補に上っ

たとにかく政府から資金を多観に出してもらっている以

上何か国のためになる研究をしなけりゃならんだろうD

全く不安だったねD何一つ実った研究も出来ず,悲歌の

あまりインド洋にとび込み自穀をはかったという者もい

子二からね.

間 とこの国へ最初に行こうと患いましたか｡

筈 デンマ-クでは言責に因ると患ったのでまずドイツに

きめ,7月にE]本を立ち,ベルリンについた｡言葉にな

れてから ｢組綴培養｣のオyト･ワ-JI,ドをターシンシ

ーートの研究室にたずねたoここの研究所の医学者達は

ヒットラーに追放されて多くアメリカに渡ったとのこと
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だこ現在第-線で活躍している人も多いねO

間 オ･yト.ワールド博士に会った第一印象を一つお話し

下さい｡

教授を訪ねる時には最も自信のある論文を持参する訳

だが,彼はいかにも冷酷細惜な人で ｢いかにも残念だ

が,自分は今忙しくて君と5分きり話すことが出来な

いO君が私の研究所を見たいといわれるのは私にとって

非常にうれしいことだが,何せ私は忙しいので講師に壷

を案内させよう｣と講師を紹介して自分はさっさと行っ

てしまったD講師に案円してもらったが,研究がめんど

うくさい上に難しいものだ･,たし,岡研究所には満一年

以上いなければならないとのことであったのでやめた｡

次アルベルト･7イシェルは親切な人だったが,研究が

あまり細かく,パイキン一つ入っていないような研究所

であったので,ぼくのような臨床家にとってほとてもつ

とまらないと思ったのでこれもやめた｡

-デンマークに7ウダスト･クロウ博士を訪ねる一

最初はアウグストグロウ博士の所へ手紙を出したOド

イツ語でね履歴番,研究目的,それから日本で博士の本

を読んだこと,そしてどうか博士の弟子にな右ことを許

してくれるような内容の手紙を番き,弟子入りなたのん

だ｡さあそのあとのことが全く不安だったね｡返事がく

るまで,そうだろうOこれがだめならとこにも行くあて

がないのだかち｡籍局返事がきたよドイツ語でね｡

､間 その手紙の内容はどのようなものでしたか｡

苫 それはね ｢私をしたって訪ねて来てくれることは非常

にうれしい｡ただし自分は大した研究はしていない｡し

かし三月まで生物の紋体の圧力を調べてみたいと患って

いるからよかったら来てみたいか｣という内容のものだ

った｡

間 返事はデンマ-ク譜でお出しになったのですかO

いやデンマークでは独語より英語の方が必要だから,

この手紙の返事は英文でくれとのことだったoぱくは英

語の辞書と云えは英和と和英が半分ずつのこんなちっぽ

けな奴きりもっとらんだろう｡ (旺文社の豆単ぐらいの

古ぼけた小さな辞啓を示す)和英辞書がなけりや手紙な

ど車けっこないし,E]本からは本一冊きりしかも･,てこ

なかったので,やっと日本の某製薬会社のドイツ支店の

某氏から井上和英辞興をゆずりうけてこれを相手にして

書いた｡それから｢生物体の液体圧力｣なんて全然判ら

なかったから,ドイツの本屋からプロテンなんかを買っ

て発て,一週間部屋にとちこもりっきりで読んだDなに

せデンマーク語が全然判らない上,研究の内容までわか

らないのでほ何しに行ったのか判らんだろうDそれでお

ぼろげながら内容をつかみ,一応準備を終ってデンマ-

クへ行った｡

間 グロウ先生に会った印象は

著 グロウ先生は五十年撃の非常に良い人であったよ｡

一一日五+貢の馬力で一･

間 日本から何か書物を持って行かなかったのですか｡

箸 日本語の春物はほとんど持って行かなかった｡持って

行ったのは ｢デンマ-ク｣についての本一冊きりであっ

たDそれで,グロウ先生から研究の別fRiを借りて読むこ

とにした｡初めは三脚はかりかしてくれたが何せ薄いも

のだし,こちらは-E]五十頁やった方だから一晩の中に

たちまち読み上げてしまう｡次の朝 ｢先生,どうもあり

がとうございました｡この次も又どうぞ｣といって返し
たら段 五々 ･六冊まで借すようになった｡それでもやは

り時間が余ってしェうがなかった｡大たい二時頃まで読

'んだ｡読んだとしても,八時九時頃までに_は充分間があ

るだろう｡これに_は先生もびっくりしたらしいoEl本人

はものすごく勉強家だと奥さんに話していたそうだ｡勉

強家にも勉強家でないにもこちらはやむな得ずそうせざ

るを得なかったのであるが.･｡読むはかりでなくノ-

トに写しをとって,先生の手許にある文献がなくなるま

で書いたので,いつの間にかノ-1がこんなに重くなっ

た (両手を大きくひろげて示す)それが帰って来てから

全部頭に入っていて非常に役に立った｡こんなことがあ

ったので自分のことをいうのも変だけれども,ぱくはア

ウグスト-グロウ博士にとっても信用された｡あの1日

5唄 の馬力,即ち学生時代についた本を読むくせのおか

げなのだが ･-,ここで三つの論文を書き,みとめられ

たC要するに大学4年間の本よみのくせがデンマークで

むくいられたわけだ｡

-おもLろい解介状一

間 デンマークからどちら-行かれましたか｡

讐 デンマークの次に再びベルリンに帰り,2ケ月ウィー

ン大学に行くことにしたが/ウィーン大学の生理主任を

していたジi-リブク教授に,グロウ先生が紹介状を書

いてくれた｡デンマークでは紹介状は開封で渡すので,

その場で開いてみると ｢我が愛するジューリックi:,君

はここにおとろくべき勉強家の日本人を発見するだろう

-･｣とあった｡ (一同苦笑)

一何事も始めが大切だ一

間 一番油がのった時期はいつ頃ですか｡

そうだな,結局ぱくが勉強したのは,まだデンマーク

になれない,11月,12月,1月の3ケ月だった.あとは

･クワウ先生や奥さんが,言葉も出来ず,一人ばっちで淋

rしいだろうと,オペラやダンスや食事につれていってく

れた｡ウィーンでは遊んではかりいた｡つまり初めが大

事だ｡ (強調する) ･∫

一薬学科学生諸君へ一

間 先生が私達初期の学生にまず望みたい事と申します

と｡

筈′まず本をよむこと､｡今は英語の原香が多くなっている

が,英語,ドイツ語をほとんど同じく･らいこなせる必要
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があるOフランス語は字引きを引いて,よめる程度でよ

い｡僕達の頃と比較して,最近の学生の語学力はかなり

fJ:いこと,これは痛感されるわD気の合った者同志だけ

で読書会をもって,論文をよむ会を作るとかして,何が

かいてあるのか,わからんでもよいから,少くともせめ

て一日原書10頁はよんでほしい｡2年間の教養部だけの

語学では足りない｡背 の3分の1きりやれないためか,

それもあるがたしかに語学力は足らんね｡ぼくの所へも

専門課程の4年生が実習に来るけれども,患者のいう症

状を僕等全部iEE!語で書いたものだが,今の学生はドイツ

語まじりの日本語で書いていて,それがあっていればま

だしも,学術用語のドイツ語さえ間違っている者が多い

ね｡勿論中には良く出釆るものもあるけれど- D

間 現代の学生に医学的見地から要求する語学力はどの雇

度ですか｡

筈 僕等の頃は論文は,一応日本文で書き,それを自分で

訳して,英国人なり,ドイツ人にみてもらったのだが･

･･.O今は専門的に翻訳している人がいるが,何だか医科

に専門でない場合,譲の通じない訳し万もあるだろう｡

せめて自分の言わんとした意が翻訳されているかどうか

判る位に読む力を養って姪しい｡

一物理学を学べ一

周 応用学科たる薬学の性質上,その発展のためには当然

他の自然科学部門の大きな力をかりなければならないと

思いますが--｡

筈 そうだなあ,語学の次は物理だね,分析でも,何でも

今は全部砥気だDぼくなどとても判らなくな っち ゃ･'

た｡どうしたってこれからは,物理,｣誌気に基礎をおい

た化学が必要だね｡これまで恩いもよらない徹虫の分析

が出釆るのも電気分析が可能になってのことだ｡僕は以

前,腎臓患者を扱ったことがあったが,どんな薬でも効

かなかったものだが,ある日診察にいくと大変良くな-'

ているD何を使ったのかというと,ちょっとおどおどし

た様子でベットの下を指さし,小びんの中に黒ずんで入

っているアケビの水をのんだというので,きっそく薬理

室で分析してみると,カルシウム,カリウムが多量に含く

まれているのが判った｡その時はぱくも若かったから,

かしシウムならあたり前だとはかりうっかり分析を終え

てしまったが,今考えてみるとこれらの州こ微量のもの

一酵素の様なもの-があったんじゃないかと患うO

-薬学の生命及び使命-

｢薬が効くとは何か｣というと組織がエンザイム即ち酵

素とエンザイムによって,その働きを変えることだと云

える｡

組織,エンザイム,補助エンザイム,これを助けるも

の,これがェンザイム,コウヱンザイムを助けるもの,

この部分を君達は研究しなければならないのだo我々医

学はある所まで理論を出して,それが実現した時の効用

を侶じながらも,分析の不完全さ,立場がないなどのた

めにみすみす中途ですてる場合が度々あったOアイデア

は我々が出して,一緒†こ薬を作るDこのことを目的とし

て,我々医学にたずさある者は薬学科の早期創設を念願

してきたのである｡

ITT薬学の発展のため手をとりあっ't努力しよう-

間 最後薬学の発展のために一言･･･

答 結局何でも初めが大切だということ｡一体1回生から

5回生の間に学風は作られるものだLoその間に価値の

如何も又決定ずけられてしまうO薬学の生命がどこに-あ

るか,それをはっきり見定めて,1,2回生としての立

場を有利な面で,発展させてくれ給えD (編集部)

私 の 願 い

千 葉 祐 広

経畝薬時代に見られた経敗的知静こ従って ｢薬｣の夷贋

を鑑別する専門職人としての薬剤師が科学薬時代に入 っ

て,薬剤師自身が分化し,基礎的研究に専念する薬学者,

工業的生産手段を能率的に駆使する技術者,病院薬局に_於

ける薬剤師,医薬品販売に従事する市民の薬剤師等と専門

化して来た｡この様な薬剤師の分化に比例して薬学と他の

学問分野との協力関係はますます深くなりつつある｡例え

は,一つの優秀な医薬品を世に送り出すために_,如何に多

くの分野の秀れた科学者,技術者を集め,と同時に複雑な

大境模な研究設備,工業設備を必要とするかは周知の事で

あるE,生物学,農学,医学,物理学,化学一般の幅広い協

力なしにはどんな優秀な薬品をも産み出し得ないとい-'て

も過言ではないだろう｡この様な時代にあって,わが薬学

科が従来の化学本位の薬学教育を避けて医学と薬学との融

合を強化するという方針のもとに出発したのは全く当を得

たものと思うのであるO

所で,薬学に基礎医学を加えた専門科目を従来の化学本

位の東学教育と同じ修業年限で履修するという事は,かな

りの困難を伴うことなしには不可能に近いのではないだろ

うか｡与えられた時間に比して教わるべき内容が余りに多

くなるのではないだろうか｡私がもっとも恐れるのは,基

礎医学講義の際に,以前行われ勝ちだった形式的,通俗的

な講義が時間の不足にかこつけておなあれる事である｡兎

に角,私は大学課程に於いて=扶々の一生を通じてそれの

みで役立つ様な教育を受けることは原理的に不可能である

事を思う時に,大学において医学と固く結びついた薬学の

教育を受け,卒業後絶えず学問が将来との様に発展しても

それにどれ程でも頓応出来る様な基盤を作って下さる様,

大学当局及び諸先生に願うものである｡
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発癌性化合物

岩 口 孝 雄

病気の中でも医学のみでなく多くの科学者の注目を引い

ている癌は,未だに全治することは出来ず香それどころか

どんな原因で発生するかさえ解っていない現状である｡

何らかの原因で正常体細胞が変異して異常増殖細胞に代

り変異細胞の増殖によって体細胞代謝が阻害されてしま

う｡至極簡単に見えるこの現象も,実は非常に複雑な生命

現象を含んでいるので,現在の治療方法としては早期発

良,外科的手術で痛組織を切開した後,癌の化学療法 (不

完全である)剤を使用して筋細胞の増殖を抑制するしか仕

方がないのである｡一方痛の原因を極めようとする多年の

科学者の研究成果として,種々の発癌性化合物を発見し,

その癌発生説も唱えられているが,それを実証する実験は

姶んとないD昔からタ-ル=業やアニリン染料工業労働者

は櫛になりやすく,前者は主に皮膚癌が,後者は勝朕癌が

多かった｡この事夷で外的因子が癌発生の一原因であるこ

とは間違いない｡19世紀の初頭から各国科学者はこの職業

癌に対して関心をもち研究に従事したが,大部分が失敗に

終ったO中でEE本の学者,山極,市川両博士がタールによ

る癌発生に成功したのは我々の誉れとするところである｡

即ち両博士は,兎の耳にタ-ルを塗ることにi:って癌発生

に成功したのであるDそこでコールタ-ルから発癌性化合

物を分離す研 究が行われて,強力な発癌性を有する3.4-

Benzopyreneを発見した.次に発癌性化合物の構造が解る

と類似の多遠位炭化水素類の合成が盛んになり,多くの化

合物申1･2･56-Dibenzanthracemeは合成された代表的な発

癌性化合物の一つであるO文胞汁酸からも発癌性の強力な

methylcholanthreneが尋びかれた｡この炭化水素類の発見

と相並んで,吉田博士はAminoazotoluenerLよるネズミに

肝膚を発生させる実験に成功し,又 bimethylaminoazo-

(表 1) 主 な

ben2:ene (ButteryellOV)も木下長唄博士によって発癌

性を有することが解った.ここにアゾ色表現もタ-ル性炭

化水素類と共に重要な発癌性化合物となったO尚この他の

発癌性物質としては後の表のようであるO

この化合物中研究の盛んなのは多環牲炭化水素類とアゾ

色素類である｡この両者は化学構造には何ら関連がないの

に発癌性があることには変りたいC炭化水素は皮膚癌,ア

ゾ色素は肝臓痛というように,組織への親和性は異ってい

る｡故に種々の発癌性化合物で梢道の適うものは組織との

親和性の相遇を示すものであり,発癌という機構に対して

ほ何らかの共通点があるように考えられるD次に重要なこ

とは発癌性化合物の有機化学的反応の活性位置と生体内反

応の活性位置とが臭っている点である. 1.2-Benzanthr-

aceneでは,有機化学的 (特殊な触媒は使用しない場合)

反応溶性は 9.10-位であり,顧化剤によってその位値が酸

化を受けるが,生体内反応では 34-位と4･位が活性とな

るらしいo又Dimeth夕1a2:ObenZeneはアゾ結合のところが

反応性に富んでいるが,生体内反応ではdimethylamino基

の位置が桑も反応活性であるらしい｡即ち,生体内では炭

化水素はK領域 (phenantrweneの910位に相当する位怒)

AzobcnzeneではdimethylamlnO基の位麿が酸化を受けて

一部は生体蛋白と結合し,一部は代謝解毒されてしまうE,

この酸化還元,蛋白質との結合,代謝の三過程の中どれが

発癌に重要な役割を演じているかは全くわかっていないO

最近発癌性化合物の電子密度の計算がなされ,その電子密

度と発癌性も論じられているが,これは実証しなければ単

なる仮説にすぎない｡我々実験化学を志す者は,この実験

的な証明を与えることが一番重要なことであろう｡まずそ

れには,発燐性化合物の種々誘導体を合成しその発癌性の

大小をテストする一万,化合物の物理的恒数又は化学的性

質,反応性をも検討して発癌性と反応性の間に何らかの平

行関係を見出すことが,発癌性機構研究上第-にやらねは

ならぬ重要なことではあるまいか｡

る 発 病 性 物 質

1･ 物理的なもの････紫外線 (日光),エックス線,ベ-タ-蘇,その他放射線

初:莱,ニyケル,クロム,食塩等

脂肪族化合物 (ナイトロジェンマスタート,イペリット,エポキザイド)

2 化学 物質 (1)炭 化 水 素 34-Ben2:pyrene,1.25.61Dlbenzanthracene
9.101Dimethy11.21benzanthracene

methylcholanthrene

y 1.2-Ben2:anthracene

(T) ア ゾ 色 素 DimethylamlnOaZObenzenederivate

oIAminoazotoluene

pl)異環炭化水素 1･2-BenzacrLdinemethylderivate

Dibenzacrldlne

(I) ア ミ ン 類 B-Naphthylaminecarbazole

2-Acethylaminofluorene

的 ホ ル モ ン類 Estrone,Dimethylaminostilbene
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薬 の 歩 み

酒 井 祐 一

現代の薬を理解するために,
薬の生い立ちを知ること

は｡
大切だと思う｡それで大まかながら薬の発展の跡をた

どって見よう.
さてわが国の場合は天平時代以前の薬に閑

する記録は全くというほど見当らないが,六,七
世紀頃の薬

学はもっぱら百済などの朝鮮半島の文化に総てをいたが,
しかし大化改新以後は次第に中国の彫嬰を受ける様にTJ:っ
たo
中国の薬の歴史はきわめて古く
,
すでに紀元前2780年

と推定されるころ等をなめて薬を弁じた人といわれている

神農民と呼ばれる薬の元祖が記録されている｡
がしかしこ

れは恐らく個人ではなくそうした薬の採集,
保存等の技術

を持ち治療にも当った職業人を指すらしい｡
わが国の薬の

神は少彦名命で今日茶業の中心地,
大坂の道修町東京の本

町ではこの神を祭る行事が依然として行なわれている｡
623年意日という薬師が中国から医万と本草番も持ち帰

ったのを始めとし当
時の留学生,
外交官は盛んに中国の医

療や薬に関する資料を田介,
導入したが,
ともあれ祈宿呪

術が病の治療とされて,二
義的な薬は蘭におしやられてし

まいわが国の時物に_
見出される典という字は信仰と迷妄世

罪
,
祈稽呪術から脱したものを指していない様だ0
倍招線等を開いた有名な鑑真が中国から薬を持参し,
そ

の廉別の方法を教えたが,
その薬はどういうものであった

かは今日に於ては正倉院に保存されている薬物によっての

み知り得るO
暗和23
,
4
,
5年にわたって朝比奈春彦博士を

中心とする調査団は約1200年前の正倉院の薬物を調李した

その日附は756年となっていて薬物のリスト｢種々薬帳
｣

には60極の漢薬が記載されているO
内訳は植物薬が55%,
鉱物薬が35%
,
動物薬が100/Oで当時の本草書,
医書に書か

れている実用的な葛根,鹿茸,勺薬等は入っていたく骨董

品的存在のものが多分に含まれていたo例えは中国産の大

黄 (下剤)犀角 (サイの角で削って解熱薬となす)没食子

(虫壁で収水人剤)巴豆 (下剤)等で中国東南アジア,イ

ンtI,小アジアという広範囲VL_わたる産物であったOその

ころ実用されていた薬物がこれらの中に見当らないのは,

何かの機会に献上された,めった忙手に入らない貴重品で

宮廷でも大切にしていた御内庭品ではないかと思われるo

それは鉱物薬が35%もしめていることからもわかるが,こ

れは石英と称しきわめて庶始的で鉱物粉末を飲むらしく当

時中国でも金持しかのめない様なもので我が国でも同様

で,しェせん庶民とは緑の遠い薬であることからもわかる

余談であるがいまも死亡通知に ｢薬石効なく･--｣と香く

が,この石とは石英を宥している｡

所で大宝律令にある薬園師,薬園生,採薬師の様な専門

職の機能や,風土記に記されてある薬草の利用はあまりに

普及されず施薬院の施設も首都に限られていたのであるか

ら,その頃の一般人の薬はどの様なものか想像にかたくな

いOこの様な状況のうちに庶民が自ら典を獲得する必要に

せまられた｡その結果としてやがて民間薬なるものが発生 .

して来た.この民間薬なるものの一例を上げれば,｢ぜん
そく｣には ｢シジミをみのままに黒塊にして,白湯にて看●

むぺし｣とか ｢常にクルミとシ且ウガを粉にして用ふ｣等

という今日考えて見ると笑止にたえないものであったO平

安期に入ると事情はやや良くなり我国固有の薬の用い万を

各国に命じて調査したという｢大同類繋万｣の編さん,年

々進貢した薬品名とその数量の記入されている延宙式,或

は東市に薬の店が出たという記録が見られ薬が一般化され

て来た傾向がようやく看取出来るD鎌倉期には宋の留学個

によって薬が紹介され利用されたが,しかしこれは実証性

の乏しいもので加えて僧が仏教と薬を同じ手で大衆に分け

与えたのであるから,その寅価はあまり高くないが布教と
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｢

共に薬が嘗及した事は確夷である｡室町期には,徒然草に

｢唐物は薬の他に用なし｣と香かれてある様に宙の薬学を

そのまま見ならったらしい｡次に江戸時代にはポルトガル

人の釆El(天文12年)以来,主として当時の内乱情況に必

要な外科医術が紹介されたが西洋の薬物は枚とんと導入さ

れたかったが,それでも少数,スペイン,ポルトガル系の

英名1マンティカ (脚 旨),ウニコール (一角獣の雄の歯

でけずって解熱解毒剤となす),シャボン (石叶ん),辛

ナ,テレメン等が南蛮典の南砂をとどめている｡実際に洋

藁らしい洋薬は文政6年オランダ医官として来日したシー

ボルトによって常人された｡それはアルコール,エ-テル

アンモニア水,硫酸水銀軟膏,キナ,ゲンチアナ(健胃剤)

ジナ花 (サントニンの原料)ジギタリス (強心薬)ヒマシ

油,吐根等がその主要なものであるが,しかし一般には日

本国固有の洪方医薬が依然として広まっていたOこの漢方

医轟の特徴は診断と治療が分立していず,この編入の病状

は何々の薬の適当している病気であるといい直ちに治療に

なってしまうのである｡今例として.｢かぜ｣をひいた場合

を上げれば,今日では熱が出れば解熱薬のアスピリン,7

ェナセチン.アミノピリン,暖が出ればコデイン,エフエド

11ンの様な薬を誰でも一応使うが漢方はどんな薬を用いる

か症状とそれに対する薬の配合を便宜的にならべて見ると

発熱し汗出て悪寒し頚痛あるもの-桂横顔 (けいしの樹

皮)0

鋭痛発熱して,悪寒し汗なきもの-裁板溶 (くずの根)

発熟して汗出て悪寒し首すじより肩の張るもの一桂伎加

葛根湯 (けいしの樹皮とくずの板)

頭痛発熱,汗なく悪寒し喝気あるもの - 幕板加半夏湯

(くすの根とからすぴしゃく〔テンナンショウ科〕の根茎)

頭痛発熱汗なく咳あるもの,身体のいたむもの一席黄蘇

発熱して汗出て惑寒し,咳あり腹部徴満するもの一桂枝

加厚朴香子薗 (けいしの樹皮とははのきの樹皮とあんずの

t 酎 ･)

頭痛発熱,少しく悪寒し噴気ありて食欲減退したもの,

ねあせあるもの,胸痛あるもの一紫朗桂枝場 (ずいきの根

Jとけいしの樹皮)

;啄甚しく呼吸促迫し泡沫様曝疾あるもの･頭痛悪寒ある
もの- (麻黄,乾きよう (しょうがの根を乾したもの)桂

枝五味子 (ぴなんかつらの果実)7q薬甘草 (かんそう｢マ

メ科｣の根)細事 (さいしんの根)半夏 (からすびしゃく

の根茎)それ等を配合してつくる｡

時々発熱し食欲なく掲してロ音乾燥するもの一紫故,責

苛ニ(こがねはなの栂),甘草,生きよう (しょうがの根)

半夏,人参,大なつめ (なつめの果実)

草根木皮を主として薬に用いていた時代は,人類の薬の

歴史から見れば長期にまったつている.このことは今まで記

して来たので漫解されたであろう｡薬の効果が立証される

には方法に於ても思想に於ても医学が科学性を十分なもの

としていなければならないOそういう理由から,薬をめく･

って生命観,疾病観,物質観が宗教的なきずなから解放さ

れたのは16,7世紀からであるoこの頃西洋ではウイキョ

ウのアネトール,-ヅカのメントール等の仕事は薬却師がL

薬局で行うところとなり,数々の調剤や製剤も行なわれ

た｡そのころ各国各都市が薬の処方を集成し公定書として

刊行している01817年になるとゼルチュルネルは阿片の財

力本体たる一新塩基モルヒネ及メコン蘭についてという静

文を発表し麻酔性の本体は塩基で OCIもNコを含むイヒ合物

であるということを明らかにした｡1818年にはマイスネル

はかかる性質の植物の有効成分は一般にアルカロイド (ア

ルかJの様なもの)と名づけることを捷唱し今日でもこの

名称は用いられている｡このアルカロイドの発見は,即ち

有効成分の発見は薬学者を非常に刺戟した｡古釆用いられ

て来た生薬,有毒植物等から有効成分を取り出す研究が-

せいに始まったOフランスのベレチュ,キャベントウの二

人はキナの有効成分を抽出するのに成功したO次に有効成

分の発見のもたらしたものはそのものを合成し得るか商か

の点で･あった｡合成はすでに1800年頃には,有機化学者の

確信する所であったが1828年にベラーが尿素を合成してか

ら,自然物にあも物質も合成出来るという見通しをつけさ

せた｡19世紀前半成分の発見と合成という収樺でにぎわい

つつ薬は新しい形博で成分を薬局で製品として提供するこ

とが始まり,薬局は小工場となりいろいろな成分の製造に

当ったところが種類が増して来て何もかも作るわけにも行

かず或る系統,或る種類の成分薬を作る専門分化が起-'て

来た｡例えはドイツのエンゲル薬局は早くも1832年-1834･

年にはモルヒネ,キニ-ネ,エメチン (吐根の成分)スト

リキニーネ,サントニン,コデインを表品として売 り出

し,これが今日のメルク社となった｡わが国での有効成分

の研究はおくれて着手され1887年に長井長義博士が麻責の

成分エフェドリンの結晶を取り出し化学構造を明らかにし

世界の注目を集めた｡同じ頃フォン･ホフマンは石炭ター

ルからベンゼンを発見したoこのベンゼンこそ有機化合物

を続々と作らせる出発点となったので彼の功頴は大きい0

1856年イギリスのバーキンはアニリンを酸化しモーペイ

ンという紫色の染料を作ったが,これが合成染料の始めで

ある01865年分子構造論の草創といわれるケキュレはベン

ゼン環について ｢-Eが尻尾をくわえてく･るぐると輪にな

.,,て廻っている｣と考えた.この着想からベンゼンが｢炭素

ナ原子六個をつな(･輪環Jとして学会に発表し注目を引いた.

タール工業の主産物で合成原料の出発点として重要なこ

のベンゼンがケキ>レにより分子構造を確定されたこと性

有穐化学発展の骨子となった｡1900年代になりフランスの

トレフェル等の貢献でスルファミン即ち,スル7 7･剤が発

見されその後10年間に実に 5,500数10連のサルファ剤が世

界各所で合成されその中からスル7 7ソール,サルファダ

イアジン等の化醸性疾患細菌性肺炎の拾療剤が見出されホ
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モスル7ァ:ン (破傷風えそ菌に有効)プロミン,プロミ

ゾール (ライに有効)も発見,抗菌性の幅を次第に広げて

行･'たOこの様にサル77･剤という一つの特殊な化学構造

がいかにして細菌発育を抑えるかと問題の研究を促進し代

謝結抗の〕璽論が生れた｡

これは細菌の発育に必要な因子とせり合ってその龍作を

奪う物質が化学療法剤の性能を持つと見られる様になりそ

の所産の一つがパラアミノサリチル顧(PAS)である｡

1940年以後の抗生物質の発熱まサルファ剤の進歩を産う様

な観が有ったが1946年にドスークは,たゆまぬ合成抗菌剤

の研究をし,その結果チビオンを発見し,やがて,この系

統の研究が1950年のアメリカ,ドイツに於いてイソニコチ

ン顧ヒドラジッドの発見に到達するのである0

20世紀を迎えて急に伸び出したものにホルモンがある｡

1900年にニューヨークで高峰譲吉と上申啓三は副腎から

苦心の末アドレナリン結晶を取り出しその後2年はかりし

てスター1)ングベイリスが聯紋分泌の実験である器官から

血液に入って血行により,特定の韓官を刺戟して働かせる

物質の実在を証明したDこの様な物質にホルモン (刺戟)

と名づけられた｡その後続々とホルモンは発見され1915年

には甲状腺のサイロキシン (発見者ケンデル)1922年に肝

臓のインシlリン (バンチング)1929年は女性ホルモンの

エストロン (ドアジー,プテナント)1931年に男性ホルモ

ンのアンドロステロン (プテナント)1936には副腎皮質ホ

ルモン (ライヒスタイン)という様にホルモンは取り出さ

れ化学的に生物学的に研究された｡

ビタミンもホルモンと同じ様に,その欠乏症に向けられ

鈴木梅太郎博士は我が国が日露戦争の爾後富国強兵論の景

気のよい時代に日本海軍が当時毎年千数百名の脚気患者が

発生するのに担三目し,米の蛋白質の栄養価の検討に着手し

1910年アルコ-ルに溶けるヌカの成分を追究して,それが

動物の発育に必要な盤欠けると脚気になるという有効成分

をついにつかみ出し,これをオリザニンとしたが今日ビタ

ミンB1としられているのはこれである｡ビタミンは白三命に

必要なアミンという意から起った言弟であるが抗脚気因子

のヌカの有効成分がアミン性であったからそう名づけられ

たのである｡

その後各種のビタミンが発見されるにつれて化学的にア

ミンに限らず種々の性質のものもあることがわかったO

この様に薬は進歩して来た.そして今ではもう万能薬が

出来るのではたかろうか?と言う様な疑問が起って来る｡

が万能薬は勿論いまだにその錐も見せない｡老化防止とし

てメチオニン,コリン等の肝機能に7oラスする燕も出釆,

毛細血管の弾力を保持させるためにルチン剤も現れ,ビタ

ミンB1,B2,D,E等の必要なものが配合された栄養剤も

出来,直接に高血圧や脳溢血予防のための血圧降下薬レセ

ルピンや止血剤アドレノクロム等の薬も出来はしたが,し

ょせん老化防止さえその万全は期しがたいO又かって若返

りに効果あるとして脳下垂体埋没療法なるものが流行した

那,脳下垂体は老人に於いて佐瀬副腎よりも最後まで活動

する内分泌離宮でありコウシの脳下垂体をほんの少しばか

り依っても若返りに効果なんぞなく,ただ悪徳医のみがホ

ルモン流行と老化防止期待の人々に乗じただけであった｡

ともかく最近の様に精神と身体との相関がよく解明され

精神身体医学が〕降立するに至ったからには薬も又新しい発

達をとげ治療のみでなく,予防薬等の確立によって,新し

い薬がどんどん生れることであろうC

附 記

以上今まで述べて釆たことは _薬学歴より見れば,氷山

の一角に過ぎなく,記外のもっと大切な事項が有るかも知

れませんが,一応限られた頁で普くのですから御許し願え

れは幸ですDなお,薬の歴史に興味のある方は ｢日本薬学

史｣を御読みになれは良いのではないでしょうか｡

プラズムから人間へ

柴 田 徹 -

私は今,今春にあわただしく起った,校舎及び先生等の

諸件について考えてみるに我々自身が我々の学科の将来を

握っているという実感を再びここで強く感じるのですo

私を含み我々の学科の全学生-といっても80名足らずで

すが,それが,一致団結して,討議し,行動して,それによ

り武藤医学部長をはじめとする医学部の各教授さらに黒川

学長をはじめとする東北大学の多くの教授諸先生方に我々

の学科の立ち向っている諸件について理解して戴き,又さ

らに御協力御援助迄も戴けたのです｡御蔭で早々に岡崎主

任教授を迎え,又その他色々の悪条件が重なっていたのに

もかかわらず,上記の先生方の暖かい御理解と強い主張と

により早くも新しい教室も立派に薙つ事とたったのですO

この様な暖かい大学内列諸方面からの支援により,薬学

科も急速に生長して行く事となったのですoいやこれらの

御支援と共に薬学科の内部に強力な力,意気,今後の学科

を決定ずける原動力が,今しも爆発仕かけているのです｡

この様な日本の次世を担う我々の学科の青写真を考えて

みようではありませんか｡

教授,助教授,助手等の研究スタッフに於いては,広く

人材を求め,旧帝大という枠に依らず,国立,公立,私立

を関わず本人の能力,将来性,教室の発展性を考え,基礎

の出来た独創力に秀い出た人-頭の軟かい若い人々 (20,

30代)-が希まれるところではないでし上うか｡

この点一部では就職との関係を憂慮する人が居る様です

が,この際は次世を担う強力な人材を製造する事を主眼と

した増設目的を重視すべきです｡就職が思わしくないとい

うのは云わは国家の間底で,計画性のない国家経済政策の
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欠棺ともいうべきもので,未相的解決はどこかにむりが来

るのですDまずその根海を解決しなければこのまま国家の

弱体化を,破滅を招く重大な問題ではないでしェうかO

さて本論にもどり,教室のスタッフを捕えるにあたって

は,本人の生活の安定を第一に用意しなければ絶対に優秀

な人材は集まらない事必須です｡すなわち良き環境の住宅

の碓床,給与の安定等諸々の事です｡その為には例えは川

内の住宅の確保,予算の碇保等は必ず必要です (この点新

設学科は忍従を強いられがちであり文責用は他に流用され

がちであるとの事)

さてこの様にして優秀な人材を弟めても教室内の雰囲気

がこれ又大切な事ではないでしょうか｡

元来大学という所は最も進歩した頭脳をもちながら,学

内に於いては最もひどい封建性,恋らつな子弟関係,ち

にくい学 争い,陰気な感情問題,湿っぽいジメジメした

空気等,外には大学の自治を呼びながら内にはこの様な旧

幣を温存している世界だという事ですO (その為教授が人

選に当っては性質,人格,協和性,帯導力等を重要視せね

ばならないこの事です)

折角教室の隅の万でこの人にしか出来ない独創的なldea

が出ても,有形無毒形の圧迫等で日の目を見ないで消え去る

事が往々にしてあるとの事です｡

しかし我々の薬学科には新設学科の強みで惑幣など温存

しないで,スyキリとした教室にしたいものですO

くく車"が学問上の事となったら,教授,助教授,助手等の

区別なく,自分の確借する意見を,それが如何に微細な車

であっても主張出来,又一方他の人の意見も良く聞きトコ

トンまで討議出来る雰囲安らを作るべきですOその中はに第

3の意見としての道が開ける場合がよくあるものですO

お互いに理性に照し合せ,相手を尊重しあっているうち

に自然に出来た尊敬とか友情とかを基礎にして敬重を組立

てて行きたいものですO教授の鶴の一声で全てが決定され

るなんというのは言語道断ですD

夷の学閥をする者の集りのあり方のモデル,手本を作ろ

うではありませんかD

ここで教室の構成如何すべきでしょうかamlCOS第一号

には7講座制目標を番かれてありましたが必ずしも講座制

が絶対だと云うわけではないと考えます｡

近年の科学の方法は方向を変え個人個人の研究から縫合

研究,共同研究などというsistemが多くなりつつあるので

はないでし上うか｡それに相応した方法で,例えば教授を
学科別に何名と慢き他の他の座をfreeとして,他の部門外

部からの臨機応変な人材をすえる方法

講座制にしたとしても必ずしも従来の東大,京大等にと

っている区分法が絶対だとは云えないのではないでLlう

か｡上記の東大等の講庄区分制定から科学,化学は急速に

進歩し衰微するもの隆盛するもの,今後どうしても大切な

方面など,将釆性を考えて医学へ寄ったとか有機化学へ片

寄ったとかというのでなく,行く末を見遣Lt,東北大薬

学科式講並法をあみ出すべきですO新設学科でないとこの

様な大裁断は決して下せないものです._これをもって範と

すべきものを先んずべきです｡

一万研究機械器具等は安物買いの銭失いの方法でなく出

しおしみせず,計画的な基礎的なものから次々と順を定め

数室員の合意の下に_購入すべきですO

さて話を転じて学ぶ万の学生の立場について考えてみた

い,学生の中には大学を一種の就職の為の一手段とするも

のが居る様ですが,たしかに就職に有名校大学卒のレッテ

ルが必要な事となる事はわかりますが,最高学府たる我々

薬学科にはいくら応用学科だと云っても一応任せて,自分

の他から比較してめぐまれた環境を十二分に生かす心がま

えと努力が必要であり,又それがこの学科の学生の義務で

ありたい｡

ここで問題となるのほ女手学生の立場ですoいわゆる嫁

入道具としての薬剤師免許状を得る為にとか,大学を出る

為の手段として女の人に適しているとか,常識 とし_丁の

あるいは箔をつける手段として我々の学科を選ぶという事

は絶対にあってはならない車です｡国立大学は国民全体の

為に有益な産を為す人々の為に,貧しい国家予算から教育

費を計上しているのですD単なる免許状は我々の学科以外

の私立大学等でその為の勉強をさせて下さる所がいくらで

もあるはずです｡学校内にあってほ,目的は真理を追求す

る心にあるのですO敢しい学閥の道があるはずです.目的

が他のものにあってはいけません｡

ここに於いて我々の薬学科に tl女の人"が多い事は一面

には良い面がありましょうが,目的,卒業後の結果,心が

まえ等もう一皮考えてみる必要があると患います.

大学は自分の一生を超けての仕事の基礎をかためる所で

llfeworkの出発点であるべきです｡

この様な心がまえで我々は常に_科学する精神をもち,負

新の頭脳と77Lイトと若きチーム'7-クで,実演をもって

(いわる名門,有名教壬受の門下,などにとらわれず)世の人

々に答えようではありませんか｡実力こそ最大の武器です

そうすれば我々のリードで世の中がついてくるのです,

ついてくるはずです｡ついて来なければ世の中が狂ってい

るのですD目先の利益にはかりとらわれ百年の計,千年の

計をiRrlれないアキメクラです｡

･だがここで考えなければならないのは,この様にして今

坂で税みあげた人間の頚脳の結晶が叉,これからもそれを

より大きくなるはずのものが一瞬にして入寮の全生命と一

語に消えさる危険性が,令,目前にあるという事ですO

我々は祖先から遺産を受け,それを又よりよきものとし

て子孫に伝えねばならない義務があるはずです｡

一個人,-社会,-会社V一国-城の利益を追うはかり

に全人類の全滅がもたらされつつあるのですO-自己だけ

特別に政かおうとする為に
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医学に対する化学の影響

小 池 克 郎

実際近世の医者だの医学書を書く人々のなかには,正催

fi:知識を基礎に持っている科学など,養生や琵癖の実地に

はなりたたないと主張する人がいます｡そして彼等はこの

ような先入観のもとに,生命という本質を彼等独特の方法

で説明する根拠をおいているのです｡彼等はなにかの生理

的病理的,あるいは治療上の諸現象の内的な関連が,自分

達には分･'ていないのに,それらを観察した結果得たとこ

ろの不十分きあまる考えを,自然法則なり,健康状況の,

または疾病状態の法則なりとして,私達におしつけるので

す｡医療の実際に価値あるのは,自然を研究することでは

ない,書物を勉強することだO彼等はそう患いこんでいる

のですO生命力及び生命の必然という言葉の中に,彼等は

すはらしいものをでっちあげ,それによって自分達の分ら

ない一切の現象を説明しようとかかります.なんとしても

納得のゆかない,あいまいで,はっきりした概念では定義

することの出来ないなVLものかをもって,自分達には不可

能なものを説明しようとします｡たとえは彼等はこうゆう

あらゆるやまいには,もろもろの生理的なちからに対抗す

る鎮特なちからがはたらいているのだ !しかも健康,疾病

および治療上のもろもろの生理学的変化を正篠に満察する

ことは,決して期待しないのであるから,養生法や治療

術は,もっぱら類似臨床例にききめがあったとか,具合が

惑かったとかいう知識に頼るべきだ,だから生理学をはじ

め,もろもろの自然科学,化学や解剖学はまずもって,戟

似や相違を区別する特徴の数をふやすことに_だけ,ちから

いたすべきだ,ただこれ等の学閥が体系だっているために

のみ,また疾病現象の類似とか相違,ないし医薬の作用が

有効だとか,有害だとかに関する学問上の諸概念を確定す

る,ただこのことがある故にのみ,これら自然科学は顧慮

に_あたいするCいまにいたるまで彼等は,いっさいの知識

の源泉である精密自然科学に無関心だったので,みずから

を光明の予言者なりとIJ,彼等が自ら神とあがめる精霊に

対してなされる反対は,いかにささいなものでも,不信仰

のしるしとしか考えられないのですO

現在の自然科学がおかれているたちはを知らないものな

らは,あるいは今述べたような意見にまきこまれるおそれ

がないでもなく,また自然科学なかでも生理学や化学は,

すでに幾世紀もまえから発達していたもので,いまや隆盛

の頂点にあり,さらにもろもろの自然力は探究 しつ くさ

れ,それらに関する諸法則も私立している.しかもこれら

の学問によって,生命の諸過程を正確に把握しようとして

払った努力は,すべて水泡にきしたのであるDととのつま

りは,この点に関する理解に到達するため糾よ,やはり例

の方法だけが,唯一の正しい道なのだという考えにかたむ

くのは,鉦理もないと思いますOもし性んとうにそうなら

は,理性にとんだ人でも,おそらくこのような理解に到達

することは,望み得ないのではないかという考えに とら

れ,希望をうしなって,不可能という文句に錠前をかけて

閉じこめておくことを忘れてしまうでしょうD

けれども治療術や養生法の領域の生理学的社会学的研究

は,ようやく少年期にはいったはかりなのです｡だが研究

が緒についたと患うまもなく,これらの学問は,ともに正

碓な生理学的洞察による科学的な基礎をもち,生体内の諸

変化は,自然法則にしたがっており,いつの日にかは,こ

れらの額城にも,探究のメスをふるいうることを示すよう

な発見が行われるのだという槌信が,かためられるにいた

りましたo鵠千年もまえには,解剖学については何も知ら

ないが,医者としては腕ききの人物がいたことや,数世紀

このかた,やまいはその本性,本体が知られなかったのに

うまい具合に治療されてきたこと,さらに今日でも熱病と

か炎症とかがなんであるかが分っていないことも,たしか

にそのとうりですがだからとい･,て,これらの現象を正確

に理解することが不可能だという結論は,現在では全く根

も弟ないのです｡

医学を学閥としてでなく,経験的な技術としてしか習得

しなかった医者は,原理を知らず,この場合にはよくきき

あの場合にはたいしてききめがないというような,経験か

ら得られた規則をこころえているにすぎません｡だがもし

わたしたちが,健康という状態をかなり催実に把握し,消

化現象や同化作凪 さらに排iLB機構などに_ついて,そうと

うはっきりした見解をもっことができれは,人体の異常と

か疾病状掛ま,一体どんな立場から判断されるでしょう｡

おそらく病の処低法はま･,たく面目を一新す るだろ うo

だから,原因及び作用について,なんら当を得た見解をも

たず,自然現象の本質を実地に理解しようとせず,生理学

や化学について基礎的な素養を欠いていたからには,その

他の点では理性vL_肯んだ人々が,*-ーネマン学説はドイツ

にさかえ,その弟子たちがとこの国に.も存在するだろうよ

うなはかげた考えにくみすることも,さして不思想ではあ

りません.

悟性だけでは,国家すら迷信からまもることはできませ

んが,子供でもその情操や知誠が発達するにつれて,お化

けをおそれないようになることもありますO白熱現象を,

学問的精神をもって理解しようとせず,現象ということば

を解釈する方法を習得しなかった人々,いったいこのよう

な人々から,彼等が化学や生理学の諸発見から,いくらか

でも役にたつような結果をひきだし,それにもとづいてご

くつまらない応用ならできるかもと,それに期待をかけら

れるでしょうか｡この連中や,これと思想的につながって

いる人々にとって,夷理を実地に役だてるために,自分た

ちがどんなに苦労努力してみても,ついにそれが成功した
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かった場合,いやしくも真理たるものが,それほど単純で

あるなとという考えは,なんとしても,我慢ならないこと

ですO生命力の本質を探究し,そのもろもろの作用を理解

するためには,医者達は物理学や化学で大成功をおさめた

方法に,敢密にしたがわなければなりません｡

*(SamllelFrledrichHahnemann1755-1843)いわゆ

る菊似療法,19世紀の前葉においては,この学説は,はなは

だしく普及しドイツ,オーストリヤ,イタリヤ,ロシャ,

アメリカなど,又その亜流たる経験学派,同種療法などが

おこったo (リービIyヒ｢化学通居｣参照)

1)-ピッヒが活躍したのは19世紀中絶から後期にかけて

であるので,多少なりとも今の化学と医学の関係とは少し

臭っているにしても,依怨医者遠の態度が不可解に見える

我々の進むべき道

我 人々類はダーウィンの進化論のいう様に猿から発生し

たのか.キリスト教が説く様に神が創造し給うたのかは私

書こは知る由もないが,兎に角,この地球上に26億有余の人

間が喜怒哀楽の表情よろしく粒界という一定の枠の中で生

活していることは事実である｡地球に居る動物は何も我々

人間に限ったものではないO海,山その他至る所に数えき

れない生物が生存競争を続けているD弱いものは強いもの

に亡ぼされ強くて周囲の頭卿こ適しているものだけがその

子孫を残してゆく｡ちょっと言い過ぎかも知れないが弱肉

強食の世界を展開しつつ今日に至ってきている｡

我々の目をち.tっと,自然界に移す時,目に映る種々の

美しい花も楽しく飼っている小鳥も常に自分の命を外敵か

ら守ろうと注意し続けていることであろう｡どんな生物で

も外敵を持っているO勿論人間もその例外ではあるまい｡

今や宇宙に向って進みつつある科学を有する人類は全生物

の王者として君臨していることは疑う余地はないが,だか

らと言って外政をことごとく征服したとは言えぬであろ

う｡古代人と同様な立場にあった獣類も人間の知恵の発達

により現今ではそれ等を自由自存にあやつられるとしても

少なくとも病気に関してはそれ迄に至っていないだろうO

病気と言っても私には専門のことは勿論知っているはず

がないからどんな病気があるかわからないが,現在,医薬

学界が総力をあげて戦っていることはガンではなかろ う

かOも･p'ともこれ以外に一度解ると根治不可能な病気は種

々あるに違いない｡

老人の話によると,背は病気にかかって医者の門を叩く

のは死亡診断啓が書かれる十日位前のことが往々あったこ

とだというOこれには種々の原因を考えることが出来るだ

ろうが,治療費の自己負担が容易でなかった事が最大の理

由ではなかろうか｡まだ英国のように｢揺り瀧から墓場迄｣

のは何故であろうか,それは十二分に物理化学を拾境や養

生の中にとり入れて行わねはならぬと思っていても,やは

り今迄の臨床的経験的技術とかが物を言っているからであ

るOよく古い医者は化学療法よりも今まで経験してきた自

分の経験的知識の万がよりよいと思って行うことを時々き

くが,こんなこっけいたことはないと思う｡化学療法はそ

の安全性や正確さが確率によって求められているDそして

その確率は一人の医者が一生かかって習得する安全性や正

確さの弓術率よりもはるかに大であるからである.このよう
に医学は自然科学の一部門であり,そこから一歩も抜け出

られないO自然現象の本質にとり組む我 薬々学科学生は大

いに奮起すべきであるOそこには何らの劣等感,卑下感を

伴わしてはいけないO

にはなっていないようであるが,それでも幸いなことに戦

後各種の社会侍障制度が設けられて治療資の全鍛もしくは

半領を政府及び市町村等{･支払ってくれるようになってい

る現在では,以前よりは援和されてきていると患うO

某市においては国床を採用する前と後では確…病者数に二

倍の開きが出ているO又重病患者が比較的少くな ってお

り,代って軽病患者が非常に多くな･p,てきている事実を見

てもうなずかれることと患う｡しかし高価な薬に対してほ

まだまだ,ちょっと手を出せない現状である｡ガン等の一

度躍れば回復の不可能な病気に対して医者は容易にその病

名を患者に知らせないと云うD不幸にして自分の病気が実

は恐ろしい病気だと知った時,自ら尊い生命を断つ場合を

目前に見ている時,他人事とはかり言っていらオ～ないであ

ろう｡自分の体であるから自分だけ十二分に注意を払って

病気に羅らないようにする事が明々白々であるが,それで

も不可抗力の状憶が生じる時がないとは断言出来ないO又

我々は人間が病気に対しているように病原菌も程々の薬品

に対して抵抗力を高めつつあることを忘れてほならない｡

しかし何も両者のその上昇勾配が等しいと言うのではな

いが,この世から病気という文字が姿を消す時がやってく

るかは甚だ疑問に患われるD我々はこれから先も始終病気

と磯わなければならないのである｡世の医薬学に従事して

いる人選は常に重大な責任を背負っているのである｡こん

な所に我々の進むべき道が考えられるのでほたかろうかo

医 薬 品

衛 生 材 料

度 量 衡

フ タ ミ 薬 局

連 坊 127
TEL(235.763-5.764
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噸 笑 と文 化

. T r jF 凍 ヰ

先日ある新聞で ｢天をよろめかした女相撲｣という記事
を見たとき,蛙といたずらっ子の話を思い出したO子供達

が池に数匹の蛙を見つけ出し石を投げつけた｡その死様が

面白いと更に石を投げ綻けたO景後に残った蛙が,その断

末魔の苦しみの中から ｢石を投げないで下さい｡あなた方

にとっては面白い遊びでLJ=うが,私達にとっては死活の

大問題なのです｣と叫けんだという話であるO愚民にとっ

ては水不足は全く死活の大間魔なのであるO迷信ではあろ

うが,女相模までするに至ったのであるOそれをその兵剣

さは理解できずに,それが迷信に左右されているか らと

か,女が相模をとるなんておかしな事だからといって笑の

種にする眉度には強い憤慨を抱かずにはいられなかったo

一体にいわゆる進歩的な人達の武器は噺笑なのであるO

その上この噸実という武掛i,実に脅威ある存在なのであ

るO誰もがこの武韓を使う機会を虎視耽耽ねらっているO

左手にフォ-クを右手にナイフを持つことを,こっそり制

度化し,それを侵した者あらは即座に笑いという武群を使

用するのであるOわざわざ万言を作り出し,その武額を使

って教訓とするのである｡いかにこの切実という武器が私

達にとって脅威ある存在であるかは,常日頃見うけるとこ

ろである.ひどい万言は消えて行くO文化の流行は激しい

新しいものは尊いO時代に遅れた者は変り者だO笑いもの

にされない人は教養のある人だO大学では二年がかりで,

その武紫からの謹身術を教えてくれる｡被告の立場に追い

やられないために,徒党を組み,笑いを強力にし,笑い倒

してしまう.笑われたらいつかきっと笑ってやろうと決意

するo理論,定義等の味方をつくり出し,いつも原告の立

場にあろうと努めるのである｡研究という名のもとに_農家

の寝室まで入り込み,それを公衆の前でもったいぶって噸

笑する｡こんなに他人の生清を侮蔑してまでも,その日的

をなしとげようとするのである｡

太平洋戦争それ自身は大いに非難されるべきだoLかし

その職争の善意を考えず,ただ英剣に敬い,苦しい生帝に

耐え,一生懸命働いた人達の姿には兎があがらないoその

■戦争が悪事であった為,そういう人達が非難され切実され

ているが,華港を越えてその機関生活は真空iされ るべき

だ｡理性の考え出すことは,理論に走り,現実から離れ,

技巧に走りやすいO頭脳では夷剣な生活を理解することが

できないo物事を十分に理解することができないのであ

るOそれをなすことができるのは,人間重体なのである.

身体でのみ理解できるのである｡

私の小さい時の一番悲しい思い出は田水引きに関するも

のだO今になっても水不足と聞くと背筋が寒くなるO切実

もかえりみず雨乞いをする姿に接するとき目頭があつくな

る.迷信ではあろうOおかしなことではあろう.しかし,

島民達にとっては雨乞をやるときは,死に直面している人

のもがきと同様夷剣なのだO私達は笑う立噺こいると反省

することをしないoLかしけちな切実で勝利を占めるより

も,切実する自分を反省しようではないかD個性が尊重さ

れ,個人の生活が重んぜられる為にも,日本の文化を片寄

らせないた桝こも,皮相的なもの忙しない為にも,私達は

反省してみようではないか｡

現代の悲哀

小 池 克 郎

いわゆる文化的生活というものをしている人々を見るV._

つけても,その賓弱き,今にも周囲におしつぶされそうな

その存在をま･'殺されそうな存在を,なさけないと患って

いるDそこには植物等にみられる,大自然のめぐみによっ

てあたえられた,生命のいぶきの美というものが何ら見う

けられない｡人間は頭の動物ではないのだ (しかし現代は

その頭も,はなはだあやしいものであるがo)その下には

その土台となる胴手足がひかえているのだ｡それらをない

がしろにしていると,およそ醜悪なものと化してい くの

だO現に_,この世には,これらの醗意がはんらんしてい

る｡人間の肉体が,自然の欲っするようになるならは,こ

の世界には,かけがえのない美が誕生すると患う｡そして

それらの美は,人間の心をゆたかにして,幸福をもたらす

と患うE,美は即ち万物の心である.心のきれいな人は,美

しく,英に美しい人は,心も美しいO (残念ながら夷に美

しい人に出会ったことがない｡)応々にして人々は,心の

純粋さを保つことができずに,現代の,この筋廃に,安協

していると思わざるをえない｡心が美しくないから,悪い

ことが惑いと感ぜず,美しくなろうともしたい｡全くおは

れきっているこの状態を残念に患うし,又自分もたえず反

省するものの,時々この心の弱さを暴露することがある｡

この醜悪なる美にまとわされてはいけないD世の中には仮

面をつけた醜意がまちかまえているO又一方ではこれらの

敵意から全く目をそむけて一人いい顔をしようとしている

人もあるが,これは卑怯であるし,憶病であるO堂々と御

意なるものにとびこんでいって,これと戦える人間であら

ねばならないが,残念ながら,このような人は少いのでわ

ないか｡こんなところが現代の人間の弱きではないのかO

即ち自己を信じようとして信じきれないのだ｡

- (16)-



一 青 年 の 考え

l琴玉充生J
青年は常に希望がなければならない｡青年の前途には光

明が輝いていなければならぬ,未来を信じ未来に生きる,

そこに青年の生命があるという｡岸首相は ｢国事多難の折

我が国の苦い世代の青年諸君が祖国を愛し,自分の民族を

愛し,祖国の使命民族の使命を十分に自覚して,世界人類

のために青年諸君が立たなければならぬ｣と言うOところ

が日本の現実はあまりにも冷たく,あまりにも厳しく,普

た日詰でさえあります｡入学難,就職難は激しく,青年の健

やかな精神の発達は見られるだろうかO昔は難難汝を玉に

すと言うような吉葉で,はげまされたことがあったろうが

今日はそう簡単に割切って言うわけには行かないD就職難

などその他きびしい現実の生活のため,青年は徒らに社会

の支配勢力におもねり,現実主義とか功利主義とか又は排

他的陰険になり,卑屈になるOこのように仕向ける社会に

対して深い憤りを感ぜずにはいられませんOマスコミは猫

の目のように変って,我々青年を引きづり廻すのである｡

だから青年は信頼すべき対象を見失うのである｡青年を美

しい玉にするどころか事大主義にとらわれた自主独立の精

神を失った者にしたり,自分の成功のためには人間性を無

視してもかまわないと考える者にしたり,あるいは又全く

細気力な虚如主義者にしてしまうのである｡こういう人間

が絶頂に達したときのEl本はどうなるのであろうか.想像

してもぞっとする世の中であろうO全く日本の将来のため

憂うべきことである｡内には自己の生活のためあくせくし

外には第三次世界大戦の危機に圧迫され,内外共全く不安

定な生活のもとで岸首相の言うよう-こ祖国再建のため云々

などは程遠いと思われるのではないか｡一体,青年がこの

ように未来を信ずる等が出来なければ何を信じて生きてい

ったらよいのか｡供は神を括じて生きることは出来ないO

何故ならは神なんて結局人間の作った気休め的なものだと

患う,だとすると神も信じて生きることは生甲斐のあるも

のとは思えない｡神も侶じられない,全く何にもかも信じ

られない世の中だから,寅実のない社会だからでたらめ-こ

生きるしかないと言っていたら社会はますます意くなるは

かりでよくなりようはありませんOそれにしてもいまの時

代の人間同士の不信の状博はあまり-こひどすぎると言える

のではないでしょうか｡そうだとするとこの好ましくない

風潮は唖争からの好響もあるでしょうし,今日の社会的,

文化的環境にも原因があるように思われます0-万個人の

間の不信とは別に政治,経済,一般社会生活の面での不信

もこれまた非常に_強いものがあるi:うですCまじめに生き

経 済 的 な 高 級 サ ル フ ァ 剤

イルガフェンは､腸管からの吸収が遠かで､排滑

が凍徐であるため､サルファ剤中最高の血中濃度

を示し､体内有効濃度を長時間維持でき､少量で

著効を奏します｡

小児用にはあまくてのみよいイルガフェンシロ ッ

プを新発売いたしました｡

【包 装】 (莱) 25g. 100g,500g, 1kg (症) 10T,20T
(注) 10%5ccx5A,5ccx50A,200/, 5ccx5A,5ccx50A
(シロップ)100cc,500cc

妄湯抜勇搬 彰勉諺怒私宅宅二lJ-,ff･.～,r3.膨 杉彰%頚
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ても希望が持てないのはどういうわけでしょうか,何より

も政治が正しい政治をしていないと言うことにその原因が

あるのは言うまでもないと患います.政界の霞の奥は知ら

ないけれども見渡す限り汚職ですo又青少年の不良化が目

立つから学校で道徳教育を行うべきであると文部省で決定

し,現に実施されていますが,もしも学校で教えられた徳

目が実際の社会において実行されていないと言うことであ

ると一層青少年を迷わし,何を信じていいのかわからなく

なり,ある場合には逆に不良化をはげしくすることもある

と思われますO経済の面でも,いまのような資本主義制度

のもとではいろいろな不合理がありますoまじ桝こ働く人

々よりも,ずるい人間や,小利口な者の方がかえって.tい

暮しをしている場合もあり,沢山資本を持っている人々が

美大な金をもうけていることも間遥いない事実ですO又働

きたい意欲のある人間に職が与えられないのは一体どうい

うことなのか,このように考えて行くと現在の経済機構を

イ言頼できなくなるのは当然でしょう｡その他社会的な面で

の不悟の実例は一 例々をあげる必要もないでしェう｡-渉

外へ出たが最後どんな目に会うかわからないというのがい

まの社会の実情です｡こうした国内のあらゆる面での不信

の高まりに対し国と国との間でもまるでキツネとタヌキの

だましあいみたいなことが行なわれていますO少し誇張し

て言えは現代の不信はいまや地球全体をおしつつんでいる

とさえ言える3:うな気がするのです｡これでいいものであ

ろうかO絶対に良くないのはわかりきっていますD苦い世

代の我々には耐えられない気がす:るのです｡それなら我々

は何を信じてどのように生きるか社会を少しでも良くする

ためにはどのような生括態度を取れは良いのか,私なりの

考えとして柱頭窟vrL_合･'た生き方をすることだと患うので

すO働いても働いても貧乏な生活の不当を叫びながら一方

では金持を尊敬しますO学歴がないための差別待遇に悩み

ながら自分はやはり学歴のあるなしで人を差別します｡こ

れは知識と行動とが分れ分れになっているということで,

知識の求め方や吸収の仕方に誤りがあるためと言わなけれ

ばなりません｡知鼓を頭で求めるだけで心で求めていない

からですOそれでほ何を信じて生きるのか,結居自分で自

分が信じられるように生きることが,根本であると患いま

すO正しいものと不正なもの,尊ぶべきものといやしむべ

きもの,愛すべきものと憎むべきものをはっきり区別し憎

医 薬 品 卸 小 売

金 英 堂 薬 局
店主 大 内 市 郎

仙 台 市 国 分 町 角

電話 (2)四 九 五 八 番

◇ ◇ 庄 司 _堅次郎
みごとな緑の槍の下で,あすはあの様な立派な大木
になろうなろうとして上はかり見ているが結局ちっぽ
けな木甘こしかなれない.あの ｢あすなろう｣の話しを
君は知っているかい,僕はそんな翌槍(あすなろう)
が大好きなんだD

◇ ◇ 町野丘
美しい自然を眺める時,何か泣き出したいような,
叫び出したいような変な衝動におそわれるo
こんな時,詩人は詩を作り,画家は絵を面き,作曲
家は音楽を作り出すのだろう｡何の才能もないもの
は,何かを表現しようと,ぎこちなく体を動かすだけ
である｡

◇劣等生のたわごと◇杉山淑美
誰にも出来ない事をやれる人間は,掩いと思いませ
んか?実は,物理,化学,代数が加速度110をもって
落下運動の黄最中なんです｡

◇姫 崎◇ 山 内 恭 子

何でもしてみたい｡失敗に終った-,て何物かを得れ

はそれで良い｡猛り狂う波と岩を見つめていると不可 蔓能な事があり得ない気がしてくる｡

むべきものを愛したり'いやしむべきものを尊んだ.りする

ようなそういう矛盾がなくなれば社会に真実がカを持ち,

まじめに生きれば希望がもてると言う世の中になるのでは

ないかと患います0倍じられるものをさがすより,信じら

れる社会をつくるように生きることではないでLJ=うかo

その日その日を充実して生きるためには人生に対する信棟

がなければなりませんO僕の現在までの短い人生経験のう

ちで人生と言うものはそれを信頼する人間には常に豊かに

報いてくれるもので,早くから人生に見切りをつけた人間

には人生は常に冷淡であるものだとしみじみ患って釆まし

たD人生に_対して侶横を持つことは同時に_人間に対して悟

板を持つことです｡人間は実に多くの欠点を持ち文夫に多

くの過失を犯しますoLかし人類というものは徐々に進歩

しつつある動物で,世界をよりよくするために努力しつつ

あることを私は確信するのですO 終り

●和洋書籍,雑誌･女臭･洋品

丸 ㊥ 書
留諸 仙 台 支 店 節壬署
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思いつくままに IL

tl 小 鴨 晃

僕は高校の三年になっても自分がはたして理科に向くも

のか,文科に_向くものかもはっきりせず,確信がもてなか

った｡しかし僕は高校で一年から化学部にはいっていた｡

率いにこの部に集まったもの遠には,ファイトがあり,一

年にはい･?て最初から水質分析の方法を教えられ,試薬を

上級生に命ぜられるままに天ぴんではかり,水質成分の定

量の練習をし,毎日実験室での仕事が一段落すると,体育

館に行ってつかれるまでバスケyトポールをして,暗くな

る頃学校から同じ方向-こ家がある人達がいっしょになって

家に帰ったものだった｡したがって最初のうちは家の人か

らもっと早く帰ってくるようにいわれ,自分もその気にな

ったものだったけれども,どうしても皆んなから離れられ

ず,しまいには家の人も何んとも言わなくな ってしまっ

たO部では例年夏休みまで団体研究を行った｡そういって

も毎年JHや湖の水質成分の定量分析を各々の成分別にグル

ープを作って行った｡夏休みが終ると個人がそれぞれテー

マを見つけ個人研究にはいる｡供はいつも中途はんばで満

足なことは出来なかったが,例年秋に行われる文化祭には

都島一同しんけんに取り組んだOなにしろ他校からその道

の達人がくるかも知れないからうっかりしたことは言われ

ないし,他の部のように借りもので間に合すこともできな

い｡一週間位前rLなると毎日八時,九時頃まで実験室に残

っていたOそして自分の選んだテーマについて五首こ質問し

合って疑問の点はうまく答えられるように調べた｡また他

校に文化祭があるときには,そこの化学部でどんなことを

しているかをさぐり,こちらで調べていって逆に質問をL

にいくこともあった｡このようにして三年間,後をふり返

ってみるとなんにもたいしてまとまった成果は少しもあげ

られなかったが,高校の授業だけでは得られない何物かを

獲得でき,それが自然に供をして理科,それも化学方面の

方へ向あせたものと思うO

さて薬学科に入ったとたんに大きな事故がもちあがり,

僕達は大きな試鎌に立向ちった.それはまさに新設学科の

苦しみといえようO幸いに上級生の力でこの間塩は僻 解

決してこの雑誌をかざるようになったのはうれしいことで

あるoLかし万事はこれからであるoこの薬学科が将来と

のように発展するかは一重に僕達の力によるのである｡新

設学科は侍に普通の学科と比べて大きな-ンディキャップ

があるO僕達は積極性をもってこれをうずめなくてはなら

ない｡かくいう僕自身も税極性が足りないのをひどく痛感

しているDなんとかこの大学生活中に磯極性をつけたい｡

これは僕の大きな願いであるOあれこれといやに ｢なまい

き｣なことを書いたが ･｡

ク ラ ス の 事

柳 瀬 良 文

雨の降る昭和㍊年4月14日,俺達の入る予定の校舎が焼

汁,続いて15Elには薬学科専任教授であられた,一色教授

が不幸にも来仙の速,革中にて逝去されたのであった｡そ

して俺達は入るべき校舎も,教えを乞うべき師と頼む人を

も一時に失った｡しかし,これらの難事も専任の岡崎教授

が決り,校舎も医学部円に決って一応解決された｡そして

校舎に関しては今年新しく入学された一年の方々と,二年

生が協力して,富沢拒苗の運動をした結果であるのはいう

迄もない.そして,現状に於いては最良と思われる線まで

我々の主張が通ったのであるO俺も最初は宮沢でも械わん

と思っていたが,今後二年半の長きにわたって,バスにゆ

られて不便な富沢まで通学したけれはならないことを仮定

すると,ああよかったと思わざるを得ない｡

ここに武藤,黒谷両教授始め,我々の意見を卒直に認め

て下さった岡崎致亀 その他我々の事に関心と理解を持っ

て下さった各学部の教授や,多くの人々に衷心より感謝の

念を表明せずにはいられないOところで ｢雨降って地固ま

る｣という諺があーるが,この度の出来野ま我々二年生にと

ってこの感が深い｡それは,今迄の薬学科はクラス全員バ

ラバラで,一致して一つの方向に進むという様なことはな

かったが-その原因は種 有々るんだろうが,ここ-こ並べた

てる必要もなかろう｡-ところがその′くラバラなものが,

とにかくまとまって協力体制を作るという様なことになっ

たのは,実際校舎の焼けたお蔭だ｡そして今迄クラスの事

なんかはとうでもよくて,｢僕は知らんよ｣的な人が多か
ったと患われたが今度位クラスの話し合いで熱心な討論が>

行わ九,長時間の議論にも人数のへらなかったの抹珍らし

い｡もっとも,なかなか結論の出なかったのも確かだが｡

話は別になるかも知れないが,クラスの委員長の決定や,

雑誌の編集長に誰がなるか等という開題でも随分 もめた

が,これは結局,所謂くすぶ･'ていたものが表面降出たと

いう感じで,それがクラス全島の前で議論され,意見の出

つくした所で一応の結着を見たのは,慶すべきだと患う｡
そして変な例えだが,昇の穴の中にできたニキビよりほ敬

に吹き出したニキビの方が処理し易いのだ｡従って今後は

何か問題となる様な事があったら,皆の前で (クラスの芳

し合い等)議論されていけは,クラスのやり方にかげなが

ら不満をもつ等という事はなくなると患う｡それで,折角

校舎の燐けたのを機会に皆んなが蕃し合う様になったのだ

から,今後とも講議なぞはたまにネグっても,稀甘こしかな

いクラスの話合いには成文参加して意見を出す様に_すれ

ば,よりよいクラスとなるのは確かだ｡
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光太郎の詩を読んで

及 川 節 夫

僕は高村光太郎の詩をよみ,彼の力強い税極的な物の考

え方にひきつけられ,彼の常を好むようになった｡ここで

｢道程｣の中の三筋を撰び,それについての供の考えを述

べよう｡

このごろ僕は くく我々の人としての為すべき事は何か"と

自分でも考え又友とも語り合ったDLかしその確固たる答

は得られず,今でも疑問であるOところが光太郎も又 くく寂

磨"の中でそれを求めている｡それは

何処にか走らざるべからず

走るべき処なし

何事か為さざるペからず

為すべき事なし

ああ走るべき道を教-よ

為すべき事を知らしめよ

と云う中に現われ,為すべき事を知るための横極的,能動

的な欲求として現われているo供は為すべき事が何である

かははっきりとは知らないが彼のような能動的博産を持っ

てそれを求めるならは,必らず何かを得る等が出来るだろ

う｡

光太郎がこのような昏迷と焦燥との状態を澄て得た生活

感情は,t<冬の詩"tt牛""群衆に"tL秋の祈"等に現われて

いるOその中供は tt冬の詩"と く年目の二指が好きですO

光太郎はこの二第の中ですはらしい生き方をえがいていま

す｡すなわち Lt冬の詩"忙於いてはこの厳しい現実の生活

を凄烈な孤独な,それでいて後に春をひかえ未来を包み,

未来をはぐくむ冬にたとえ,その冬に負けない力強い生活

をおくり,その冬によって倣えられ,その冬の次に来る未

来を信じて努力することをえがき, "午"忙於いては何物

にも屈従しない意志と力強さと何物にも左右されないどっ

しりと腰を落ちつかせた思想を持つ理想の像を,大きい図

体でのろのろと,それでいて利口でやさしい眼を持ち力強

く行動する牛にたとえている｡

たしかに彼の云う通り平和のみが愛の姿ではないのだ｡

厳しい冬の様な生活の中でも拭々は胸を張り大地を踏みつ

けて歩かねばならないのだDそして未来を信じ未来を目ざ

して,のろのろでもよい,力強く歩かねばならないのだO

冬だ 冬だ 何処もかも冬だ

見渡すかぎり冬だ

その中を供は行く

たった一人で

LOSNIO)
神 経 痛 ･リウマ手に
新 tJい 治 療 法

神経痛 ･11ウマチ新治療剤

責 サ ド リ +J

オサドl)ンは両独クノールEt研究所で発W.=されたピラゾロン誘き啓休 1.4-ジフェニル-3,5-
ジオキソビラyリジンとアミノピリンを主成分とした神経滞 .リウマチ新治照剤である.

売 ;JfgTI,･eI芸詣 詔 認 諾 オ串ソビラブリジンは- 低く.その抗リウ-- 削よ
この新似合物がアミノピリンと協同して相乗的な効果を⊇発揮するためオサドリンの鎖す乱
解熱作用は締めて強刀である.
制作用も上記配合の括果賓減され全身の忍容性はもとより局所の忍容性も甚だ良好である

単 位 当 賓 価 基 準錠剤 10荘 ･20錠 ･100炭 ･500錠
注射液 ⊂劇コ (3cc･5cc) 5管 ･50管

本 製 薬 林 式 会 社
監 護

1 -

110,20円 l11340円
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寸 懐

泉 谷 富 子

耳 ､

｢知らぬ振り｣は,自分がする事も他人にされる事も,

ある時には私たちに便宜を与え,ある時には,憤りの念を

抱かしめる｡

朝,いっもの汽車に乗って七分もすると次の駅から一人

の女子学生が自分と同じ串柄に入って来た｡私は彼女との

以前の関係から,知らぬ振りを装っているのもまずいと患

い,なるべく微笑を浮べながら,-しかもその微笑が相手

を快く迎え得る心からのものではない事を自分で意識し乍

ら- その視線をとらえようとした.がとうとう彼女の万

で,私の存在を認めたにもかかわらず,知らぬ振りをして

二つ三つ向うのポyクスに姿を隠してしまったD私はその

つくり笑いをどうして元に戻そうかと周囲の目を気適い旗

を赤らめたo言い様のない不快な感じ,怒りさえも感じ

て,私は手-こしていた本を閉じて窓外に目を遣った｡数年

前の自分と彼女との関係を患い出してみる｡中学時代から

私は,秀才VL_して明朗宿慣な彼女に憧れ,自分もしかあり

たいと思っていたO同じ高校に進学してからも-年上の彼

女は,時に内攻的で沈み勝ちな私のよき相談相手でもあっ

たO

それが彼女が受験勉強で忙しくなり,続いて自分も,仙

~白に出て一年する中に,お互いに朝の挨拶さえ自然に出来

ない様な状闇には入ってしまったのだO何故だろうか.と考

えてみるO最初,自分は彼女の感情を害する様な事は何も

していないのだから,お互をこん72に引き離してしまった

原因は彼女側にあると考えたDしかし彼女の立場に立って

モ

l ◇寝 盲◇ 小笠原 国 郎 l

亡 妻 . 妻

ミるような結構な世の中であったら,何も無理して大学 音

量なんかに入らなかっただろう｡でも,更V-深く美理を ミ
き探究すべきところに入った以上･何物かを棚 しなけミ
与ればいけない筈だD溢れは,とても,勉強の方では見:I
書込みがなさそうだから,学閥以外のもの,スポーツとミ

董…薫 芸芸言三三話芸三三芸芸'-*k#芸 孟量
≡ ■ I .:

蔓尽宝…ぎ 還 志忘慧 軍蓋 嘉 書
iを持 った人生鴫 切りをつけて人生の敗残者となるの i

号が自綬であると思 うo i

みる｡やはり自分と同じ理由が成立するではないか｡結局

この様な事は,お互いの行動とかいう具体的なものが原因

であるとしては解決出来ないことがわかった｡それは｢時｣

という第四の次元なのである0人間はその時々の感情を,

そのままいつまでも保持出来るものではない｡もしそれが

可能であるとしたら｡おそらく人間は悲しみ続けねばなら

ない虹違いないo過去に於いて,▲どんなに憧れ慕った人で

も意気投合した友人でも,互に興った生活環境の中で,あ

る程変の時限を送ると,もう互いの間には,どうする事も

できない厚い壁の出来ている事が屡々であるD誰しも生き

て行くためには,その場その場の環境-こJrB応して行かねば

ならないから,その環境外にあるものは次第に遠い存在に

なってしまうのは知理からぬ事であろう｡しかしある種の

愛情に於いてある人々は変らぬ情を持ち続ける事が出来る

とすれば,人間同志の感情の移動を唯 ｢時｣のみのせいに

したのほ誤りだったように患われるO自分の側,あるいは

彼女の側だけに非を見出そうとするのも当らない｡双方に

非があり,双方で時の作用に負けてしまったのだ.今から

考えれば歯がゆむ程のものをもって彼女を見ていたとして

ち,それは,所謂,時の試練に耐え得る程の強いものでも

なく,唯一時的な感協に過ぎなかったのだろうO

こんな事で時々不愉快になるでは偏屈な自分だけなのだ

ろうと患っていたが,そうではない事を聞き,幾分,気を

安めて,なるべく彼女とは会わない様rLと思っているoL

かしそれで全て解決というわけではない｡キT)ストは聖書

に説いているではないかo全ての人に愛をもて謙虚なJE.tで

対せよ｡と自分はク1)スチャンでもなく聖書など理解.出来

るものでもないが,どんな人でもこだわりなく大らかな気

持で接し得る様な心は必要であると思い,自分が今彼女に

対してとっている傾度p-,罪を感じるD一方こんな事で云

々する自分はあまりVL_も物事に拘泥し過ぎるのではないか

と患い,少々の事を物ともせぬ大きな気概を養いたいとも

考えている｡

制 服

御通学は背広も快適

(学生様割引)
t

東北大学指定

警護 大 丸 服 装 店
大 学 本 部 前 TFL(診3665
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孤 独 地 獄

L Lu"_聖_ I_那_

芥川竜之介の孤独地獄という作品を読んだことがあるO

たしか中学三年の時だったと思うOその中にこんなことが

番かれてあった｡

｢.･. 孤曲地獄だけは,山間醸野樹木空中,どこへでも忽

然として現れるE,云はは目前の境界が,すく･そのまま,也

獄の昔敗を現前するのである.自分は二三年前から,この

地獄へおちた｡一切のことが少しも永続した興味を与えな

い｡だからいつでも一つの境界から一つの境界を追って生

きているD勿論それでも地獄は逃れられないOそうかとい

.,て境界を変えず忙いればなお,苦しい思いをするO ･｣

かって私もこれに_似た様な所へおちたことがある,勿論

これ程深刻なものではなく,ただ孤政だという感がせまっ

てくるというだけのものであった｡しかし孤独地獄という

塩名から,自分の孤放感と共通なものに思えたo

それはふいにやって来たOまわりのさわがしさに,さび

しさを忘れている時,ふっと思いとどまってみると,まわ

り忙誰も居ないのであるO形のものの人間は多くいても,

◇ 川 内 校 舎 ◇ 古 沢 衣世子

米軍キャンプの跡だってフ Z

等の生えた老松には,ペンキが塗ってあったそうだ｡ ×

化学実験室は馬小屋だったんです って｡ l

(キリストのようなアインシタインが生まれるのき)

笑 い
早 坂 弘 子

私はtt笑い"というものにもいろいろ種額があると患 う｡

｢00さんプールに飛び込んだ時どうやって飛び込んだの
かしらないけとフ●-ルの底にひじをぶっつけたんだって.

頭とか手の先をぶつけるんなら話わかるけどね｣ア′､-0

｢oOさんね,仏語の辞書お金なくてまだ員えない時,あ
てられたんだってO単語全然わからないでしょ｡だから隣

の人の言う通 りttこれはものさしです"-'て訳したらその

単語ものさしじゃなくて万年筆だったんだって｣ア-･ ･O

等と皆なで笑 う場合の笑いO-トランプがおもしろいように

捗ったり自分でいろいろ素敵なことを空想して一人でほく

そ笑む時の笑いOわきの下や足の裏などをくすぐられた場

合思わず叫んで笑い出す場合の笑い｡シャワ一等を浴びた

りした時冷たい水のせいかとうかわからないが,皆一様に

ウワ- yとかヒャーとか叫んで笑 う時の笑いo街頭録音な

どでよく女の人は何も言わないで笑っている,そういう時

私を入れてくれる心がないのである｡そんな時は惑い事を

してうちあけずV._いる様な気持になってくるQまわりの人

が皆,近より難く思えて,一人ばっちという思いがい-'は

いこみあげてくる｡自分の惑い所が一つ一つ思い出され,

自分なんかは何も出来ないんだと卑下したくなる｡孤独だ

と患いながらも誰からもはなれていたいと患うのである｡

孤独感を感じたことがないと言える人は幸だろうか不幸

だろうか｡一見私にはそういう人がうらやましく思える｡

しかし若い人々はもっと孤独感にひたってみることが必要

であるとはよく言われることである｡現在私をも含めて夷

に孤独に徹することの出来る人はどれ程あろうか｡先入の

譜を聞いてみると,苦の人々はみな,一人人間の存在に_悩

み人生の苦悩と闘ったことが普通の様であるD私はそれを

聞くと,その人々のしっかりした考え方行動が目に見えて

くるのであるo

たしかに孤独感におそわれた時はやりきれない気拝にな

るOが,孤独や苦悩に直面し,それを克服してこそゆるぎ

のない人間性が築きあげられるのではたかろうか.孤独と

は決して常のものではなく,むしろ夷実の人生を生きぬく

上に不可欠のものであると思えるOそこからみると,孤独

感を味わったことのないという人は,むしろ不幸であると

言っても良いのではなかろうか｡

◇ 希 望 ◇ 松 坂 芙美子

粗いながらも｢応は官許に掛けられ残った豆運ではあ

るが落着くべき耕地を兄い出すことは出来なかった｡

しかし,彼等の中に宿 っている生命は暖かい光線を求

め,てやがて輝かしい芽を伸はすことであろう｡

の笑いO道路でつまづいてころんだり,冬雪が降った時な

どすべってころんだ場合,誰も見てなくても一人でおかし

くなる時の笑いDバスの申などで大ゆれにゆれて思わず7

テフラと他人のところにぶつかって行ったり,ころびそう

になったりした時のテレかくしの笑い｡知っている人に会

った時おかしくもないのにニヤニヤ笑ったり,Ejをただ横

に開いたり,女優なんかが写真をとる暗にに･'と笑 う笑

いO試敗で何を番いたらよいかあまりにもわからない時†こ

出てくる自分をあざけるというのかなんともいえないさび

しい笑い.あまり親しくない人と時には親しくしている人

でも2人きりになった時話題がなく何か話そうとお互いKl

あまり興味のないことを話しておかしくもないのに相鎚を

打って笑 うお愛想笑い｡毒きのこなどを食べてただ顔の筋

肉がゆるんで実ってるようになる場合etc.I

一体 tt笑 う"というこ-はどういう感情からくるのだろ

うOなんだかわけがわからなくな･?てきたD "人間は生物

の中で唯一の笑うものである"という時の笑うはどんな意

味の It笑う"なんだろう｡現在自分はおかしくない時でも

笑 う (顔の筋肉をゆるめているだけかもしれないが)自分

では本当におかしい時だけ笑いたいのに｡
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徽 盛岡よいとこ

●

堅 さ･

岩 動 淑 子

｢おでんせ｣ (いらっしゃいませ)

｢あやや,やんたこと｣(あらいやだわ)

盛岡弁はやわらかい方言だといまつれるC

フランス語に似ているともいわれる｡フランス語のよ う

に,昇を抜ける様な発音が多いD例えは自動車を ｢ずんど

うLや｣,先生を ｢しえんしえ｣と発音の仕方は標準語と
だいぶ適っている.又 ｢あのね｣とか云うように,相手に

話しかける時使う｢ね｣は ｢なはあん｣と責にデリケート

な他の地方の人には出来ない様な発音のし方をする｡もち

ろん例はその他にも沢山ある｡

'釘 ｢まん-はおもさげがんせ｣ (どうけ みません)
申訳ございませんの事だから,考えれば解るものの,初

めて聞いた者には解せないO

ズクズウ弁でも仙台の言主掛まドイツ語系統だ｡hereinと

いう言弟と,仙台弁とを比べてもらいたい,もはもははが

枚がした盛岡弁は,フランス語系統であるO

首 瀬 和 事

万言論はこの程度にして,上体盛岡の良さは山と川にあ

る｡市荷にJrrが三本流れて居り,それが駅-こ近い所で北上

川に合しているのも,魅力の一つだが,何より岩手山であ

るO富士山よりも急J投で,盛岡から見ると左側は奥羽山脈

に続き裾を引く右側は実に美しい｡啄木は,ふるさとの山

に向いて言ふことなしと歌ったD全くその通りであるDそ

れほど岩手県人にとって岩手山はなつかしく,かえ雛いも

のなのだ｡左と右とが,話だけではアン′くランスの様に聞

えても,左側のぎざぎざと,右の裾を長くひいた美 しき

が,岩手山をより安定にさせ,どっしりとさせ,男性的に

しているO侍そうなことを云っても,私はまだ一度もこの

山に登ったことがない｡近いうちに足非登りたいものだと

考えるO

万言や自然環境からも想像される様に盛岡の街にはのん

びりした空気があるDこの頃では相当やかましい荷Pこなっ

てきた｡それでも .いくらポロシャツを着てマンボズボン

をはいた青年が五人六人かたまって歩こうが,街頭放送が

ガアガアやろうが,やっぱり盛岡は盛岡,不来万 (こずか

た)城虻と岩山という三石余りの小さな山のある,岩手山

の見える街なのだ.すこし暮したことのある人なら認めな

いではいられない盛岡の良さであるD

亀 の 甲

先日,幼い頃治療した歯がちょっとしたショックから突

然痛みだした｡壬受業が終るや歯医者-こかけこんだ.ところ

が偶然その医者が高校の先輩であったのには発いたoそん

な訳でついつい話が進み,背題は薬に移ってきたO

(i) F芸登誓 ;デIiきらいだななoJ

｢歩き方が遅いからなあO｣

亀の甲とはいうまでもなくベンゼン核のことであるが,あ

の六角形の亀のEPをベンゼン核にたとえたのには感心 し

理化学器械･ガラス津具及計量器

実験 用語材 料･各 種器械修理

北海計畳韓株式会社代理店

大 島 商 会

仙台営業所 仙 台 市 荒 町 144

威 詣 (2)2732

た｡実はその時までこの比愉を知らなかったからであるO

実に亀は歩みが適い,歌にもある,が我々も必ずやその

亀の甲にお目Kかかるであろう｡この動きののろいものを

観察し,或いはある目的地まで誘導せねはならぬこともあ

るだろうD又,途中で餌を食べるかもしれないOその中に

は炭素水素酸や硫黄もあるだろう.時には眠ることだって

あるOだが我々はこれを最後まで観察し,誘導し,且恕
額に貢献すべきものにせねはならないOそのためにはこの

動きの遅いものを努力と忍耐をもって最後まで見きわめね

ばならないのである｡これが我 が々釆すべき義務であるo

Lかし,この歯科医には忍耐力がなかったと見えるOその

ため亀の甲ざらいになったかもしれない｡

話がはずんで,もはや日も暮れようとしていたO少々あ

あてて失礼したが相手も待ち合い童に客を二人ほど待たせ

たままであったO

本
乗 一 ･ 8

仙 台 金 港 堂
TEL@7012
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アルバイ トを求めて

植松利男

×月×日

今日で正しい会にも四四足を選ばせた｡ここは我々学生

の職安だD九段の外税の内†こあり,元近衛師EElが使用して

いたもので,現在大半を箪察学校が占め,残りを援後会,

学生会館,及び自衛隊が使用している｡

背の縫物とてきたならしい不快な感じである｡職超発表

は1時から30分Oその頃には学生が群を作る｡毎E]およそ

1000人近い人出だOそれに較べると求人先など雀の涙ほど

ど,我々の悩みの種だ.皆が艮期間もの,楽で然も貸金の

高いやつと目を皿の様にして掲示板を見つめている｡暑い

のに押し合いへし合い深刻だ.何も先着Jrigでもないのに我

先にと人の足を踏んで割込んでいくo後でゆっくり見れば

よいのに窓によじ登ってまで早く見ようとするoむしろ一

番最後に入れれば皆がどんな処にか-ドを入れたかその模

様がわかって有利なのに,おかしな真理である｡

今年は,金触引締の彫饗を受け,求人が的年に戟べかな

りの減となった｡それで今日までで8日以上通ったものも

大分いるそうだOそしてその人達はみな長期をねらってい

るのだOとうてい今Elも供は付きそうもないと早く観念す

る04時までの選考時まで木陰の下にねそぺって物思いに

ふけるが,又は少々まどろむ.外濠に浮べたポートをぼん

やりと見つめる.単調だ,暑く体もだるく動くの もいや

だ｡待遠しいO常時も選考に漏れると二度と釆まいと思 う

のだが翌朝には自然足が向くから不思議なものだO今年で

2年目,大分バイト仲間も出来た｡会うと互に ｢今日何番

に入れた フ｣と云い会 う｡ ｢3=酵｣ ｢15番｣ ｢なら5番は

一日で官金300円だな,長期はだめだよ｣だめとはわかって

いても一応印をもらいに毎日通 うのだ｡印は何回通ったか

のしるLである.回数が多くなれはいずれ長期ものに付け

ると期待しているのだO以上が僕等の合言柴だD

今別ミニi-ス映画のカメラマンが実情を映しにやって

来たO深刻に掲示板を見つめる観を無造作に映して行く｡

人の気も知らないでととなり散したくなる｡この深刻さ,

それにただ深刻ぶっているのであろうか,いや考えて見る

と愉快な事だD愉快なんて云えた柄でないが,とに_かく,

彼等は今永久の職を別に捜しているわけでないのであり,

ほんの一時的の職なのだO然もこれらの学生は生活に困っ

ているかと云えは一部 -僕も入るが- を除いては石なの

であるo稼いだ金を右から左にである.いや娯楽費を稼くけ

ために働くのだと云っても過言ではないのである｡

親にせがめはくれるであろうに彼等はそれをしない｡自

らぬといった見栄,自潜心の為であろうか｡或は本当に親

の気持を考えての事なのか｡とにかく彼等は稼いだ金をき

れいに使い果してしまうそうである｡実際若い円から二金を

貯める考えを起すなとくだらねと思 う｡働くだけ助いてそ

れを右から左に流そうといいではないか,それで結構楽し

い思いがしたのであれは ･ O

4時になると拡声機から常もの声が流れるD｢大変お待
たせ致しましたOただ今から選考発表に移りますOその前

にお呼び出しを申し上げますo｣この文句は毎日繰返され

るOそして毎回すくU発表したことはなく,最抑 まじれった

く患ったものだが,このマイクの主は援後会の人気者だD

何かすると ｢諸君は最高学府に行っているのになんという

ことですか,ええ !｣なんで憎まれ口をたたくOだが気は

いい人だO誰も臭には憎めない0

3時間近くも待されて .このマイクの芦をきくと,ああ

今日もやっと終ったのだとほっとする｡後に残るもの｡さ

っさと帰っていくものO

明日文会おう常時の木陰で,漏れた時は何だか入試に落

ちたようにさびしい,落ちるということは何についてもい

やなことだO明Erはいっそ一日だけのやつをねらおうか｡

営業種目儲 鷲 敷 験碧 ●貰.貨 藁 葺 琵

(在庫豊富低廉)

カ タ ロ グ 進 呈

皆様の御愛顧により益々発展致して居ります

仙 台 市北 二番T125TEL(3)3859

東 洋 折 紙 KK 仙台出張所
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◇ 薬 ◇ 山 内 都

帰省する汽車の中で,兄も知らない人が話してくれ

た事が私の興味をそそった.その昔,薬というものを

使いはじめた人は誰だろうか｡またそれは,猫や犬が

虫のわいた時に草を食べる様に本紙から生じたものか

薬というものの効用を知って見つけ出そうとしたもの

なのか.おそらく,どんな博識者でも知らない事であ

ろうo

雑 感

水 林 道 直

& whenasachi.a," ughedandwe,t,.imec,e,t.

Wh enasayouth,Idreamedandtalked,tlmeWalked.

WhenIbecameafull-grownman,timeran.

andlater,asloldergrew,tlmeblew.

あとは忘れてしまった.作者の名も記憶にない｡昨年英

会話の時間に習った詩だ,別にうまいと思った訳でもない

が,年をとるにつれて,月日の進行に対する感じ万が段々

変っていくのをただ面白いと思ったO同時甘こ多少共鳴を覚

えたOとはいうものの,僕は未だ第二行目の前半あたりに

いることになるから,三行El以下の部分についてはとうな

るのか厳密甘こは分らない｡Tlmefliesllkeanarrow と

いう金言はいつ頃できたのだろうかOこれが西洋人にも共

通な感慨なのか,個人的なものなのか _よく分らない｡し

かし,｢光陰矢の如し｣という感慨を懐くようrLな るの

は,極く自然な気すがる.

ところで,青年時代-こは,時は歩いて進むそうだが,実

際,小学生の頃には時の経過など狂気をつけたことなんか

なかったのに,ここ数年来時折感じるようになった｡行進

曲の速さか,或はデモ行進の速さとでもいえるのだ ろ う

かOとにかく,のらりくらりしているのではないことは事

実だ0時には -ぼんやりしているときなど甘こは一 神風並

のスピードではないかと思 うことがある｡が,時をつぶそ

うとするときには皮肉なもので,例えは長い講義にあきた

ときなど,止っているのではないかと,そっと時計のねじ

に手をのはすこともあるo

これでよいだろうか,人は若い時には,時を惜しむこと

を知らず,知ったとしても,甚だしく惜しむには至らない

という｡大学に入ってもう一年半になろうとしている事実

を考えれば,大いに時を惜しむ必要があるようだ｡が,時

を惜しんで勉強をする気には中々なれないOスポーツでも

何でも熱中して過ごす時間はとてもすぼらしい｡それr-ひ

きかえ,身が入らないで過ごす時間はまことに勿体ない｡

机に向って,本をみるまっけでもなく,唯ポカンとして同じ

簡所を何度も往き来しているのに気がついて舌打ちするこ

とがよくある｡そしてパカらしくなる｡

時は有意義に使いたいものである｡

◇ 大 学◇ 大 津 輝 子

第一印象 宵沢山の上の桜と芝生Dガタガタバスに括

られての通学でも富沢校舎と別れるのは一寸悲しい
第二印象 ･酒,飽革,麻雀と何でもなさる新入生 (勿

論一部)はじめは一寸範いたが今は慣れました｡

◇ 悲 しい こと ◇ 早 壕 弘 子

自分が必ずすると約束したのに,他人甘こその言葉を

信じてもらえず,どうせ約束を破るだろうと撫祝され

ること,つまり誠意を裏切られることは悲しいことだ

と思 った｡

広 田 最も新しい銀噴 射′

豊 禦 h_ コ1u亨'/
(略称BNSS)

1.動物に上る鎮咳効力はコデインの約1.5倍 2.毒堆は
コデイyのy2以下 3.副作用は全く認められない
4.祐攻作用も有している｡ (白色の十倍散 100g500g)

鳥 居 姦 品 株 式 会 社 東京都中央区日東橋本町3の3
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兄上様,だしぬけにこのような手紙を差し上げさぞびっ
くりされることと思います｡ぱくは現在この間魔で勉強し

ようと恩,,て机に向って本の活字が2っ軒こ分れて絶望と見

えるだけです｡

そもそも供が彼女に特別な感情を抱くようにな ったの

紘,6月初旬N馨が来仙して公会堂で演奏した日からのこ

とです｡山出しの僕は今までに交響楽団の演英など見たこ

ともなかったので,丁変よい機会と患って1人で出かけて

行きましたO僕が席に座ってしばらくすると,隣の席に淡

い灰色のタ粥地甘こ細い格子のあるツーピースを着た,ほっそ

りとした目の大きな人が坐りましたDそれが彼女だったの

ですO浜実までにはまだ大分時間がありましたo

何かのキッカケで彼女と話すようになりましたO兄上も

知っての通りぼくはN啓に関する知識など全くあ りませ

ん｡彼女はよく知っているらしくシンフォ二二は第4楽章

から構成されていること,ヨ-ン･シュトラウスという名

の音楽家は2人いて,ワルツ王として有名なのは子供の万

であり,父はワルツの父として有名であることなどを教え

てくれました｡その日演奏したのはべ-トゲェンの第9で

した ｡ぱくは初めて聞ましたので指揮者のタクトはかり見

ていたようです｡別れるときに,暇な時遊びに乗るように

と住所を教えてくれました｡

家VL尋ねTi:い方がよいとは患いましたが,尋ねた:ければ

J=m女は永久に供から去ってしまう3:うな気がし,彼女の大

きく開いた睦,鼻筋のとおった政が目の前をちらついては

なれませんでしたので,ついに6月下旬のあるAEt曜日,彼

女の家を尋ねました｡家は閑静な住宅街にあって,古めか

しい門におおいかぶきった松のある木立にかこまれた割と

大きな家でした｡この門を見て私は彼女の父は7･5吉岡で話

をするのではないかと患いました｡しばらく門の前を行っ

たり来た,りしていると｢エリ-ゼのために｣のピアノの音

が横間を通って伝わって聞こえて釆ました｡僕はこの曲に

誘われるように飛石づたいに玄関に行って案内を乞いまし

た｡ピアノがぴたりとやんで出て来たのは彼女でした｡

ピアノのある応接室忙通されてコーヒーを出してもてなし

てくれましたO母親と三人で仙台の史法の事,僕の将来'

観光地のことを話しましたOここで供は彼女がK学園の4

年生であることを知りました｡彼女が掛こ｢乙女の祈り｣

を弾いてきかせてくれましたが,その時彼女の手がふるえ

ているように感じたのは,あるいはぼくの錯覚かも知れま

せん8

次の日曜日彼女と-諸に大磯森に行きましたO青い広い

海と禄の濃い松島を-眺のもとに見て,自分の将来と現在

の畢せを満喫したのは今患えば恩かなことでした.

忘れもしません8月5日の午後5時頃です｡彼女から,

今すぐ会いたいという寵話をうけましたOその日は七夕で

市内は大勢の人でげったがえしていました｡M喫茶店で彼

女と会い,そこで彼女の存在が現在の僕にとっては妨げと

なると患 うから交際をやめたいと話されました0枚女の視

線が落ちつかないところを見ると,少しはなれたところに

母親がいたようですOこれをきいた時僕は深い谷底に突き

落されたようにすべてのものが僕を押しつぶすように感じ

ましたD谷底からはい出すように喫茶店を出ると,黄色い

世界の中ですべての人がいや甘こ宙々としているよ5に感じ

ましたoあとで聞いた所によると,娘は11月富豪の息子と

結婚するのだそうですo

さぞびっくりされたことと思いますが参考となることを

教えていただきた1､と野います｡

- (26)-



運命には逆らえぬ
D ･･･- ･ - ･日 14

佐 藤 実
DL･･ ･･･.･････,･･･-･-4

｢薬学｣ ｢薬剤師｣,こんなことを聞いたり考えたりす

ると,うんざりとした気持になるOそんTi:時僕はプールに

行-,て何もかも忘れて精一杯泳ぐのであるO

ここは東北大のプールで,東北地方で一番最抑 こLt3来た

プールだそうだから一部分壊れかけているO古いだけにか

えって,ここでどんなことがあったかを物語っている様で

ある｡

炭は今日も子供達がプ-ルではしゃく･のを見ているO叉

自分でも-し上になって浮き袋につかまったりしてはしゃ

いだりする.こんな事をしている時僕は-稀幸福だO子供

達と札 このプールの近くの小中学生で男の子も女の子も

いる｡真無で南洋の土人みたいな男の子もいれば,原色の

水着を着たかわいい女の子もいる｡どの子もどの子も楽し

r･･･,h･JI- ''･･J'''.･'''･J'叫′̀一.･J′～./r'd''J'̀.･'''.ノ叫J'JhIJ'仙′'b'-一-.～
) ◇ ○ 新 妻 旦 逸 §

享 i=_t三 ‡ ∴二 二 二 三 …
ヽ

＼

くすはらしいだろう 宅

ミc, ◇ 戸 引 久 雄 も

≦こ三吉濫 冨芸芸≡憲 冨喜芸:≡二二三三芸･っ 妻
ヽ

ヽ

三 三 三三 三 三 三

)

.iiかし自然の探究は絶える事なく続けられるだろうO も
ミ ＼

I. 後 藤 明 ミ

項 科芸…蓋萱喜萱草窪 蓋…冨芸詰 言os芸警 告… き

～ り,遥々と五千年以上も掛 ､ている｡この間医薬も時 (:

き代と共に進歩発乱 て来た｡近矧も 対症漬法から鹿毛

書聖誓慧芸呈芸呈慧孟諾 墓誌 認 諾 至芸 も
＼ ～

(.流れの方向や速度を自由にあやつることこそ東北大学 き

く医学部薬学科学生の□口であ｡,他の大学学生との可

き駅 ;FarDontierSpirit｡ 村 松 誠一郎 ミ
ミ 何事に於いても草分けは大変であるoそこには数多 ～

享三:岩芸品等雷是:;芸誌 芸霊芝芸誌 芸 ヒ慧 ミ

二 二 ::Iii_i;-I:≡--,_==it_I:≡:_lIiI-:: _I-_::-.三 二

そうだoこんな子供達は悩みもなく幸せだが,やがて大き

くなったら,考えたり悩んだりするだろうOアブアブ,突

然一人の子供がおぼれ始めた｡急いで飛び込んで助けた｡

その時は真剣だが,人を救-'たということに挽ながら誇ら

かになるのであるD毎E]太腸がぎらぎらと照りつけ るの

で .僕の体は赤かっ色になった｡ひりひりして.何かに触

れただけで痛い｡でも自分の日に焼けてたくましくなった

身体を見て満足するのであるD

ピーピー ｢終り｣今日の講習会は終りだ.子供達は笛が

たってもまだ泳ぎたがっているBでも体を拭いて帰る用恵

をしているD飛び込み台に腰をかけて,帰る子供達を見な

がら,一人恩ひFこふけったE,

大学に入ってから一年間,苦悶の中をさまよった｡苦悶

に苦悶の連続だったD (自分にはそう患われたのである)

僕は知神論者だけと,この時だけは本当に ｢神様,とうか

僕を助けて下さい.｣と慮ったO供はなぜ苦悶したけれは

ならなかったかOこれには理由なくして答えたくないので

ある｡

去年の夏休みは大学に入って最初の長い休境だ った の

で,水泳の試合が終ってから,直(･帰省したoしばらくぶ

り甘こ見た烏海山は美しかったO僕の故郷は田舎だから大学

に進む人は少ないDそんなわけで,あちこちから招待され

たので,それに応じましたら,とこの家へ行っても聞かさ

れた言葉があった｡それは ｢薬剤師はもうかるから,いい

ですナ｣であ-,たo相手はそのつもりではないかもしれま

せんが,僕は ｢薬剤師｣という言葉を聞くと悔博された様

な気がして不快な気持になるのである.供はそんな時,す

ぐプールを思い出し自分を慰めるのである｡

供がT大を落ちここの大学に入ったこと,それも僕が好

きでなかった燕学を勉鼓しなければならなくなったこと,

全く運命であるo ｢運命には逆らえぬ｣これはラテン語pこ

ある語であるD映画 ｢素足の伯爵夫人｣を御鄭こなった方

は御存じと思いますO自分の蘭かれた環境のもとでよりよ

く生きようと患うo
気がついたら日が暮れようとしている｡空は亮赤だO新=

築された農学部の種物も夕日で赤みがかっている｡僕はざ

ぶんと飛び込んだ｡

RESTAURANT
ナ

A.l RheingoJd

TEL〔2)9095 階上 ･御座数洋間

SENDAI TELr2)6202･(a)9816
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あ の 深 い

滝 谷 の ど こか に

M ･A

最近ある雑誌で次のような文革†こぶつかって- ッとした

のですDところで牧田とい う主人公をどう思いますか御意

見をお聞きしたいですoちょっとその前に興味ある次の言

頚を参考までに ｢あこがれから人生の大いなるよろこびが

畢生する｡けれどもあこがれはつねに持たなければならな

いO私は思い出よりもそれが好きだO｣とガストン･レビ

17 Tという登山家がグランド･ジElラスのウォーカ-バ

ットレスを完登した時に言っているのです.

牧田はとかく荒れ勝ちな生活が続いたO変するというこ

とは心の重荷なのである｡単純な山男の心は高い山を措し

てしまうと,その山の他は何も心に映らないような,そん

な排他的で-途な愛情に執着してしまうのだったD牧田の

~友人の中に,四年の間輿叉白の新村ルートの冬期初登肇を

日常して,その為に二年も留年し,夏の間に登 るこ と数

回,今年登れなかったら死んで帰るといって出掛けて行っ

た男がいたO心を憤けて一つの目的に向うのは素晴らしい

事ではあるが,その執念は悲しいo雪子忙取って何んでも

ない時間なのに,牧田はその一刻に生命を刻んでいるOそ

れは何も伝達されない無償の愛情であったD物も貰わない

自然に対等するように,山男の牧田は表現にまで発展した

有 'J 題

今 江 轟 埋

台風11号の豪雨がひとしきり激しくたたきつける昼下り

あわただしく玄関を開ける音にとびだしてみると,雨合羽

7こ身‡存えをした郵便塵さんであるOく-LJ:ぬれの合羽の下

からビニールで覆った郵便の束を取出すと,二通の手紙を

差出してくれたD何の変哲もないことと見過してしまえば

それだけの事である｡しかし,滞れようが捕れまいがいつも

の通り,門のポストに投げ込んでいっても役目は終ってい

る害であろうに,雨に当るかも知れないと云 う,ただそれ

だけの気侍からわざわざ玄関まで入ってきて(れたのだ.

二時間余も遅れたのも,おそらく一軒一軒自転革 を降 り

て,こうして渡して歩いてきたためであろうO

`同じ仕事の繰返しに,ともすると事務的,形式卸こなり

がちな人々,偽と見栄に充ちた極端に計算すくの言動の多

い位相には,その父樫の年に見える人の,あまりにも誠実

な峯であった｡

大学数膏の究極の日掛 王,国家社会に貢献し得る人材を

育成するにあるのだろうけれども,こういった純粋な心情

が時忙応じ所に処して,しらずしらず現われる様でありた

い ものと患ったのであるO

い変の内向に苦しむのだった.そしていつ甲間にか,牧田

は今度の山行をやり還すことが,雪子への愛に転げる最も

高価な滑り物になるのだと考えるようvLなって来た.けれ

どもそんな風に心の中では解決してみても,やはり雪子に

は会いたくなって来るのである｡

僕はふと夏山合宿のことを夢みることがありますO北甜

高滝谷を登りながら,L子さんと聞いているのを想象する

のですO僕の苦しみにあえく･心-こ君は何を答えているので

す｡ピーンの晋はいつもNO,そのキンキンと響くコデマ

KTL_僕は耐えられないのです.,探く澄んだコバルト色の空の

下で合盟を暗けて岩にしがみついている僕にとってそれは

耐えられないのですO岩登りは半日の苦しみかもしれませ

ん｡けれどもその悲しみは一生のものなのです｡供の生産の

心の傷O僕はそれよりも,あっさりと岩から我身を投げ出

すことでし.:50供は落下する物体となって,滝谷のB沢

に伝わり,雄掛こ打ち当りながら飛び散って行くバラパラ

な肉のかけら,僕はその充実を尊ぶのですo

僕にとって世の中は暗いので

すo僕の入るべき日の当る場所

はないのですOその陰の僕を君

の撫邪気な吉葉が消却してしま

うのです｡でも,あこがれはつ

ねに持たなければならないとい

うならは,僕はこれでも満足で

すE,

｢春を求めて所々方々をまわったが,春に会わないO帰

って来ると自分の家の門に梅が満開で笑っている様であっ

た｣と云うこともある｡

それにしても,がむしゃらに大学を目ざして来た自分が

｢小学理の探究と人間完成とを二つの食塩とする.･･｣と云

う訓辞に,改めて武者ぶるいした入学式の感激から,また

たく闇に数ヶ月が過ぎ去ってしまった｡このF乱 至上の命

鬼に対して果してこの期闇に相当する内容を積重ねたであ

ろうかO果し{･･･等と云うのすら気がひけるO浸然と-

そんな吉葉きり表わし様のない,上滑りなものでしかなか

った｡そして浪人までして入った自分であるのに,何と鎮

味が意く,不安なことであろ5.｡それiこ大学そのものにす

ら期待はずれの失望を感じるのである｡

しかし ｢患ったより･･-･｣とか ｢期待｣とか云うけれど

ち,一体それじゃ,どの様な期待と抱負を持って入って果

たのかと自問する時,具体的な,自主的なものを上げられ

る訳でもない｡ましてこの三ケ月,一冊の本をすら満足に

読んだとは云えないDこうしてみると,しきりに_感じられ

るもの足りなさ,不安さ,焦燥も,つまる所は自分の内容

のない真東な勉強なり生活,そして浮わついた毅然とした

大学掛こあるのであって,進路を誤ったとか,薬学科の前途

が不安だとか云うのは一つの口実にすぎないかとも思 うQ
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回 の回 ろ回 こ回

中回 善l;Rl
春はまだ浅く松林の中では風も少しはだ蒔く感ぜ られ

る.遠くの万で鳴いている目白の鳴き声もまもなく,この

海辺の松林を去らねはならぬためか冬の鳴き声と臭って京

L調を帯びているように聞こえるo

松林を通り抜けてしばらくして丘に出るとそこKは日を

いっぱいに浴びてすみれが一面咲いている｡ここはもうす

っかり春になっているが,松林の申はまだ冬を抜け掛って

いないのかもしれないD

松林の上に姿を見せている富士には,雪が美しい形に残

っている｡

前方は海でその向うには伊豆の山々がかすんで見えるB

この目に映る故郷の風景は,以前のその中で生れて,その

･中で育･'たイ言輔の心とは昇って,都会であくせくと生活し

ている現在の信心にとってやはり美しいと感ずるようにな

った｡信輔は自分がこの静かな自然の中に引き込まれて行

くような気がした｡しかし同時匹動いているのは,いろい

ろなことが浮んでは消えて行く自分の頭の中だけのような

･気がして,自然と調和しないのは自分だけかと患った0

-年三組は,習字の時間であった.,信輔はまわりでみん

なが一生懸命に習っているのをうらやましく眺めていたO

信輔もこれまで七 ･八枚練習したのであるが,少くとも自

分にとって満足の行くようなものはなかった｡あいにく半

紙も終っていたOもう時間もないので清春を仕上げなけれ

ばならない｡信輔は少しあせりを感じて,となりの和夫君

に半紙を一枚くれるよう瓶んだが,和夫君は侶輔の弛むを

断った｡すると信輔はやおら膳を立って和夫君の顔中すみ

をぬってしまったE,

二年生は,運動場で遊戯の練習をしていたoあと五日後

にひかえている運動会のためである｡先生の熱心な指導の

乱には生徒の遊戯はあまりかんはしくないようである｡そ

のうち時間もたって ｢上手に出来たものから帰 ってもい

いD｣と先生がいった0回を重ねているうち残 った もの

一 般 医 薬 品

斉 木 商 店 薬 品 部

斉 木 薬 局

仙台市小田庶事通り11

電 話 (2)6 6 0 4

は,信輔と明雄君と治元君だけになった｡しかも拾元君が

帰り,明雄君が帰ってもいいと云われると信輔柱少し不満

をおぼえた｡自分ではそれほどまずくないと患っているの

に,先生がいいと云ってくれないのが不思議でならなかっ

たOまた-人だけ莞竃されるのもさびしかったE,｢僕だけ一
人でやるなんていやだ｣そう云いながらも心中では泣きた

いくらいだったO｢それでは明夫さ/ん,信輔さんが出来る
まで待っててあげなさいD｣先生はそう言って信輔に遊戯

を続けさせたがその後いっこうに ｢いい｣と言ってくれな

かったO

｢家で宿観の書取をやって来ないものは放課後残ってや

って行く｣という信輔にとっていやな規則を先生が決 め

た｡ある日のことである｡｢先生終りました｣席輔が云 う
と先生は信頼のノートを見て ｢こんなにきれい甘こ書けるで

はないの,今度は宿魔を怠けてはいけませんよ･｡｣そうい

って ｢優秀｣と大きくノートに書いてくれたo成規の段階

は優秀 ･優 .優下･且 .可であったD信輔は自分と緑のな

いi:うな ｢優秀｣をもらって少しばかり得意になった｡そ

してまだ残っている四･五人にノートを見せなが ら言 っ

た｡｢とうだ,うまいだろう｣みんなは信輔のノートをは
らだたしいような,うらやましいような坂で眺めていたo

三年三組の教室では,小林先生が顔に青筋をたてて綴っ

ていたO先生の不在中生徒が大騒ぎをやったのでとなりの

教室から苦情が出て,それを先生が恕っているのであ っ

たO｢君たちはあれほどいったのにわからないのか,学校

がいやなら出て行け｣すると後の万に座っていた信輔は立

上って云った｡｢それでは出て行きます｣信輔はさっさと
教室から出て行った｡クラスのみんなはなんとも云えない

ような顔付で,一人出て行く信柿の改装を見送っていたO

信輔は梅の花が好きであった｡

く学校帰りに_近道を

通ってくれはとこからか

ほんのり匂う梅の花"

草の上に寝て遠くに浮んでいる雲を見ながら口ずさむと

きの信輔は自分のJM ;澄んで行くように感じて遠 く,か

つ,はるかな̀気持になったO

丑イヒ学機械器具 ･各種戯微鏡販売

一般光学用機械韓具 ･並二修繕応貴稲

西 商 会

仙 台 市 穿 崖 下 七 九

TEL@ 0395
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兵夏の太陽が>ギラギラ光り,よねの歩く道をさえぎって

いたoよねはトポトポと一本道を歩きつづけたO食物の味

をよく昧うように｡ /′いも′Jの入った貝出し用の大きなリ

Iyクが肩にくい込んで,いたさを感じて来たD汗がポ タ

ポタ流れて,ひとしずくひとしずくがダイアモンドと輝い

ては土の上に落ちて,黒い灰と化していったOもう暑さ等

に等する感覚が麻擁されてしまいそうだったO唯重くて,

リタグのひもがくい込んでいると云う苦痛しか感じなかっ

た.並木になっている杯の中から,ジージーと哩の鳴き声

が聞えてきて,それがよねの汗を一層滴の如く流れ出させ

るようだった｡｢戦争なんて鰍皆だ,敗戦なんで悲惨だ｡｣
と云う観念だけはひとなみにもっていたが,今までの苦労

など知らなかったよねには,始めて職争の真髄がよみとれ

た｡戦争は全ての物品等を破壊し失ってしまうが,それと

反対に精神的な〝生〟と云うものを強く反映させるものだ

とも思ったD自分に関係している執 まかりがよねの頭の中

にうかび,その他の事と云っても,歩くことのみ精いっぱ

いで,自分に直接関係ないことなんてみぢんも浮び上らな

かった｡何時間も歩いていると,頭の中はニヒルだ｡道に

は誰もおらず,唯長さと触情にも終っていたoせめても己

には客観的な己の姿が見えないことを青んだoもう蓋恥Ch

とか外聞等も考えないこの環境では,生きて行く事のみか

精一杯の仕事だ,兎まれ,〝人生.'て生きていくことILやな

いか〝,この信念に塞いて生きて来た彼女だD元来彼女の

考えは先にはかり進んで,それに行動が伴わなかったのが

常のことだったが,今ここで自分の考えと行動の一致点を

兄いだして,彼女を何かしら満足させたO道が下っている

時なとは,地下足袋をはいた足の滑先に全重畳がかかり,

苦痛をおぼえるD成程足は便利なものだo

oO駅についたのはかれこれ十時近くだった｡すでに△

行はなく,よねには駅で夜更しするより外はなかった｡駅

員に,今夜一夜だけ駅員重に宿る事を報みこんだが佃駄だ

った.せめて構内にでもと許を受けて,構内のベンチにや

っと腰を下したのは11時も過ぎてしまっていたO最終列革

もすでにひ･,そりしており,後はよねと同じような買出し

人風の男女等が,あちらこちらに散在していたO｢今夜一
晩だけでも寝ずの夜ふかしか,と心に患い,せめて体を楽

な様にと〝いも〟の一杯入った1)yクと手さげとふろしき

旬を両わきに置いて横にな･'た｡機内はほとんど電燈を消

性

塩 谷 惰 作-

してしまい,唯向こうの方のボソンと小さい光だけが目に

ついていた｡むし暑い晩だった｡目だけは唯光のある方

にだけ向いており,家の事が急に恋しくなったC横になっ

ても,このやせた体は骨と皮はかりの様にやせ細ってしま

い,よくも,こう5,6貫もあるものを背負ってこれたも

のだとつくづく思い出されたo今日家を出たのが6時半,

かれこれ2,3時間も立ち通し,それに各農家を足を樺に

して歩きまわり,農作物も分けてもらうように頼んだがど

こでもとこでも少ししか分けてくれなかった｡全くのイン

フレでとの紫家も柴作物を手放したくない様子だったOと

ん欲なのは首姓だO町の人々はこんなに苦しんでい るの

に,と百姓を軽蔑しつつ,現在の境遇に妥協せずにはいら

れぬ身のつらさだ･'たD元来のよねの考えは,実際行動よ

りも先に走っており,自分白身の行動が伴わなか った｡

それを何回も繰り返して来ると当然の様rL患われ,後で

気付く時は自分の心のあさましさ,世の陳情がひしひし

と感じられ,自身心の中でむちうつのがついにはそれも≠放

益になって来るのだった｡職争で長男をうはわれ,後に残

った次男のひろし,三男の随一,長女の由子,次女のまさ

え,三女の八重の7人くらしで,ひろLは父親につれ ら

れて近くの工場に働きに行っている家庭だったO配給米

だってほとんど食うに足らぬものなので,こうしてよね

が貝出しをせねはならぬ羽目に再ち入ったのだO始めての

買出しでもあるので,気の弓乱､よねにはどこでとう買い込

んで来るかも知らず,唯近所のうわさだけを聞いてとびだ

して来たのだったo来て見て始めて自分の1耗暴さに気がつ

いたoLかL鎖10軒を歩いている内に5,6耳になったと

は云 うものの,もうその時はすでに3時近くであった.家

ではさぞかしJ[楢己しているだろうO早く寝ていてくれれば

いいと念じた｡この様にゆったりしていると始めて自分の

空腹に気がついたが,もう店もしまっていた｡たとえひら

いていても食う物なんかありゃしない｡しかしそう患うと

一途に空腹が身にしみてきた｡いや今日柴家で買ってきた

桃があったっけと患い,それを手さげの中から取 り出し

て,その一つにかぶりついた｡一口食うと後は夢中だ,たち

まちの内に一つを食いつくしたOもう二,三個あるがどう

しても家に居る子供の鼓がちらついて食えなかったOでも

腹は空いているO子供に食わせたいと云う間組にはさまれ

て人間なんてなんで物を食はねは生きて行けないのだろう
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とさえ患ったが,腹はへる,えいままよと患い,リyクか

ら生のままのいもを一つ取り出す｡何の味もしないO唯Fj

にデンプンの様なしこりが残る,二ロ三口食ってしまうと

あとは気符が意くなりベッとはいた｡何とも食えぬOだが

何ともいたしかたがない｡これまでに落ちぶれた自分を悲

しみ,心の中では泣いたo泣け,泣け,気をはらすまで泣

け,と叫びながらその内に涙がむしょうに出て来たOこう
色々思案をめく･らしていたが,昼のつかれが身にこたえた

と見えて,ついうとうととして来たDよねは長男の夢を見

たo長男と自分とは大きなトンビになり,青い広い大空を

悠々と飛んでいた｡羽を大きく拡げ,ビーヒュロビーヒョ

ロと楽しくさえずり,風にのって飛んでいたoこのまま日

本をぬけ出して,外国へとんで行きたい気侍だ った｡あ

っ,自分の家が見える,- が出て来て空をあおいで手を

撮っているのが見える,自分連に気付いたのかなと患って

lf ) 飛んでいると突然.くンと鳴る昔がして,自分の羽根の-汁
根に痛いものを感じた.ああ羽を動かせない,しかし痛い

と患った他は何の苦痛も感じない,しかし飛べない'飛べな

い,ス-と空から落ちて来て′､ッと夢からさめたo回りの

そ うぞうしさにばっと気をたしかに持ち,わきのリュック

を手まさぐったが手ごたえがない｡よりかかっていた風呂

敷旬だけがとり残されていた｡盗まれたのだと気がつくと

腰の力がぬけてきて,知意識の内にベンチにペタンと座っ

た0日からはポタポタと止めどなく涙があふれて来た｡の

ろうべきは職争だ｡息子まで軌 ､その上に自分達にまでめ

いわくをかけて,と職争をのろい,日本の立場の苦境を泣

いた｡

◇自分忙もの申す◇ 今 江 実 理

あんまり周BIlを気忙しすぎ-しませんか ?

｢･あんなことや つ で ･｣｢･あんなこと云って ･｣

｢･あんなもの見て･｣｢-あんな様子Lで ｣｢-

あんな顔して ｣一結構放っといていただきまし ょう

†こんな具合にはいかないもンかね工｡

◇ 勝手 な意 見 ◇ 永 谷 宮 子

富沢は正に変すべき所O勿論,鵡学科だけというの

でほたまらないが,今までの状博で行けるものなら富

沢に通いたい｡とかく人づき合の下手な自分は,あま

り人間の多く集まる華やかな所を望まない｡ (恐縮を

感じ乍ら ･)

◇ ◇ 岩 動 淑 子

｢額二は大の薬学科ですか｡いいですなあO将来は立

派な薬剤師ですね｡｣｢もう薬のことなんかわかるん

でL lう.｣

私が最も嫌いな言葉だ｡第-まだ教養部だし,薬剤

師という言葉がいやだ｡皆さんいかがですかO

抗 生 物質 は ビタ ミン入時代 ′

V･B群 及び K添加

クロラムフェニコ｣ル
腸チフス ･赤痢

百 日 咳 ･肺 炎

淋 疾 ･梅 香

急 性 化膿 性疾 患

頑静 盆
ベ-Pノガ-(酉守虫)
山之内のj支守衛提携品

★′くラキシンSFは､耐性少 くショックなどの心配の

ない､安全で広実効性の新抗生剤です｡

★パラキシンSFは､V.B群及びV.Eの添加で､抗生
剤共通の予後の ビタミン欠 乏を防 ぐ､わが国初め

てのビタ ミン入製剤ですo

静許発228439号 〔社保通用晶〕

〔包装ユ50mg25錠 ･100錠 250JugT2錠 ･100錠

東京目茶柵 u 之 内 製 率 株 式 会 社 大阪･福岡.札幌.名古屋
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=岡 崎 教 授 回 顧=

.*芸生みの草しみと棄しさ芸 .i

薬学科教授 岡 崎 寛 蔵

昭和拾八年,デか レポウスノールの構造決定で学位を

取り'得意の絶頂忙あった私忙待って居たものは北京大学

教授であったDしかもその俸給たるや当時の助手の月給の

85円に比べて拾倍近い 8tX)円である｡まことに夢のi:うな

完持であり,ラビヤンロ-A.であった｡

ところが丁度その頃中国の視察から帰った藤田教授の話

では,北京は目下インフレに_て 800円位の月給では最低の

生酒しか出来ぬという｡インフレの何んたるかを知らなか

った当時の私としてはまこと†こ諒解に苦しんだが,同教授

の奨めで一応御破算に_した07度その頃,軍医養成の至上

命令により,各地に医等が出来ることになり,その手始め

に前橋にそれが設置されたOそこで恭局長誰教授を求めて

いるという｡その条件というのがなるべく医学と協同研究

しえる人とい う .薬学の世界の狭さにいささかあいそをつ

やゝしていた自分は同時に化学療法にも興味をもっていたの

で,渡りに舟とはかり,言われるままに履歴馨を書いた｡

さて年も変･'て,I19年2月未のことである｡秩父の嶺を

革窓に懐しく眺めながら,希望にふくらむ胸を抱いて赴任

の途pこついたC

高崎で乗換え,うらぶれた前橋の駅頭-{･,博物館開きの

ような塩草Iこ乗って発車を待った｡ふと前を見ると,ここ

らあたりの人とは思えぬ人品いやしからぬ眼鏡の紳士が居

る｡有名なからっ風は潜ガラス･を播ぶり,隙間風が身を切

るようだ,やがて素足忙厨は焼けた女帝等が運転手と典に

乗り込み,窓から体を乗り出して,~ポールを電線にかける

と,大声で ｢イイヨー｣ととなった｡

初めてこのすさまじし:上州女にぶ壷 1つて,とぎもを抜

かれた私は流石はかかあ天下の土地だ,大変な処へ来てし

薬化学書の専門店

一般教養書の御用'命も当店へ｡

ア イ エ 書 店
仙台 ･東一 ･七一

電 話 (2)七九五七

まったものとしみじみ感じた｡

ガタゴトと電車はキシ三ながら動く,私は窓に移ろう街

などをじっと眺めていた,串掌の岩神,岩神と呼ぶ声町,

あわてて降りてしまったが,さて学校らしい建物はないO

あたりの人に尋ねても,首をかしげて知らぬという｡心細

い限りであるOやっと交番を捜しあてて尋ねると,この政

の停留場で降りるのだとの事,やむなく線路ずたいに〔は

らく行くと,製糸会社の白壁か倉庫のはずれで,展望は滑

然と賭けて赤塚,榛名が目の前にくっきりとそびえている

思わず立ち止まるとその榛名の側のたんばの責中にボソン

と赤屋根の校舎がたった一棟目に飛び込んで来たOまわり

は立木一つなく,粛々たる野面を稿等をなびかせて北風が

吠えた｡

さて校舎に近づくと,とこが玄関かさっぱりわからぬ,

いや玄関らしいものさえない,端の入口らしいところから

入･'たが,受付もないD止むなく知人の廊下をギシギシ渡

っていくと人の気配がしたので,そこの戸を開けた,事務

室らしい,片隅みのタイピストに名刺を渡して来意を告げ

る阜'そぞくさと去り,やがて教務主任の山本教授 (細

菌,現伝研教授)が現れ二脚の会議室に通された,そこに

先刻の眼鏡の紳士も居り,.皮膚科の山崎教授と知った｡後

で彼とは協同研究もやり,痛症の研究の相談にも乗ったD

そして文,私のその後の糸状菌の化学療法のきっかけとも

なったO因縁とはおかしなものであるD

尚,さきのタイピストは照職後,女ながらも共産党の国

士となり'聴組の女子部轟をつとめたが,後日,｢あの時
の先生の轟-印象とっても素敵だ去たわ｣とぬかしたが,

タイピストの罰和こ不遜だと私は決して患わないoそれは鍵

純度の正確斯界随一を誇る

一大印試薬一

大 信化 学株 式 会社

仙 台市宋町19番 地.-■_

電話 (3)3 5 4 5
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殻の苦しみと,茜びを共に鵠年月味わ･?た血の通った友情

である｡

いやタイピストところか,小使,掃除婦に至る迄,親密

愛情で結ばれていね これは建設の楽しみの一つである｡

さて,病院に乗り込んだ私旺しばし呆然と立ちすくんで

しまった,そこはがらんとして何もない,ただ骸骨のよう

な建物のみがあった,薬局など,そなえつけで動かせぬ流

し一つCあとはなにもない,きれいさっぱりしたものだ｡

それと云 うのは,この農協の病院が学鮫に接収されたもの

の,職員は院長以タ1-は教授の資格がたい,そこで流石は上

州である,国定忠治や大前田英五郎の血の流れる親分肌の

院長は自分一人残るのをいさざよくとせず,子分をひきつ

れ,医療機械,薬品,調度品の一切を持って,他に移転し

てしまった｡

それからは,まさに戦場のような忙しさ,とにかく薬局

長,教授親局員,小便であるo各医局とて同様.救援と婦

長しかし,､ないo

共晶の発注,検収,帖付け,すべて自分一人でやる.そ

のうちやっと日赤の薬剤師が一名採用され,手伝いが出来

たD四月一日から開院の予定なので,滝沢の親爺 (医療機

械屋)を拝み倒して,調剤台を作ってもらうことに成功し

たO薬品倉庫,製剤室,注射薬製造室等を獲得すべく交渉

する｡当てがわれたのは,病棟の北側,暖房がなくて,寡

くて患者を収容出来ない部屋ばかりである｡これも又止む

を得ないO

そのうち調剤台が出来たの知らせに,三拝九拝して県庁亡
のトラックを借用東京まではずんだ気持で受け取りに行く

だがそこに待っていたのは悲憤やるせない場面であった｡

来合せた軍の年若な薬剤官が店先き忙持ち出された真新

しい調理台を横目でにらむと ｢いいものがある,軍でもら

っていくぞ｣と云って,私達の見ている前で悠々と運び去

-)てしまった.

帰り逸,表の育さも日に泌みる荒らな日和であったが,

私達の気持は雲が低くたれこめ,いまにも泣き出しそうで

あった｡それを歯を食いしばって我慢した｡

仕方がない｡

そこで解剖の実習台をかりて,丁度その頃廃業したデパ

-トの陳列ケ-スを乗せ,臨時の裾理台とするO部位スマ

ートである｡しかも用のない時は戸が立てられる｡そんな

ことにもささやかな帯びを見出しながら,困難に耐えて行

く｡

薬包紙はザラ紙を裁断して作った,菅剤はあり合せの洗

面辞とスリコギでやるO注射等の滅菌には鰻東を蒸すセイ

ロを使った｡

こうした中に局良も5名に増え, (ここ迄ふやすにも随

分と苦労をした｡)一同心を合せて働き,どうやら予定を

一月=遅れたが,開院の達びとfi:ったo

そして,あるEl息労のため,伊香保に遊んだ,その思い

出の写真は,当時をありありとまぶたの裏に画いて見せる

やっと軌道をこ衰ったかと見えた病院も翌年闇炎で焼失し

た｡余嘘の消えやらぬ暁の焼跡で手を慮 りあって再建を誓

った,折からさし昇る朝日も涙でゆがんで見えたO

建設,建設,そこに残されるものは不i莞不屈の精神ただ

一つである ｡

終戦時の国難を克服して,バラックが建った.一棟建っ

ては又=事がしばらく中止するO材料の値上りで遅々とし

て進まないO燕局も転々として移動を余儀なくされる｡そ

の中にあって,基礎教室の一重を借りて,黙々と研究は続

けられた,耗戦後,第一回の金沢に於ける学会では ｢アオ

パアリガタ-ネクシ皮膚炎惹起性物質｣と題する講演を行

った｡これは例の皮膚科との協同である｡

やがてバラLyクなりに病院は完成したOそしてささやか

ながら落成式が挙行された｡こうなるともう苛んでいられ

ないo注射薬製造用の滅菌群もほいったo貴庫の隅には,

抱き合せで員わされた試験管が何百本ところがっている｡

肺卵群も何台かある｡これに目をつけ,微生物ではなく,

植物の抗菌性をやることにする｡幸い植物採集は中学時代

から好きでもあった｡足にまかせて材料は採集するO早速

薬局且の一人を細菌に送り,技術を習わせる｡それから雑

草をとって来るoそれが済むと郊外忙足を伸ばす｡やがて

赤城の麓から,中腹,山頂-と手じゃない足を伸ばす,榛

名,践闇を征服した0-万かわって多 良々相へも遠征して

水中,水辺植物にも及んだ｡

こうして上州の山野を頃なく歩き,一年間に1000種の植

物を集め,その抗菌性を調べた,今頃はあの大胡のあたり

に赤城の灘の串原にフナバラ草の花がひそかに咲いてもい

るだろう｡

そのうち新潟大の塚本教授が九大薬学科の創設に当るこ.

とになり,その後任として私が呼ばれた｡そして終に懐し

い山河とも別れることになった｡

その頃は既に校舎も完成し,病院も当初の僅か60ベット

から200ベットに増加していた｡

しかも医大に昇格し,近いうちに内分泌研究所も設置さ

れる気道にあった｡そして今では 500ベ./ト近くもなり,

その後の焼失も手伝って,本建築も着手きれ,図寿舘,学

生ホールも出来,内容に至っては法医の井関教授のように

学士院賞受賞者も出た｡

こうして蕃しかった醍殻も立派に花咲き実ったのであ

る｡ ナ

今ではもはや苦しみは昇華し尽して,ただ楽しかった思

い出のみがなつかしいはかりである｡

以上,東北大薬学科の創設に当って,過去の経験を物語･

り,諸君の参考に供する次第である｡

X X )く

X X X
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校 舎 問 題 解 決 ま で の 経 過

中 野 卓 雄

一校 舎 の 焼 失一

昭和33年4月14,5日,相次く･不孝が私達薬学科学生の

身上におこったO即ち片平丁校舎の焼失,故一色考先生の

御逝去の出来事でありますO

片平丁校舎は,33年度の後期専門課程から新校舎の麹設

まで,一応噺定的に使用する予定になっており,旧工専時

代の古風な建物であった.物 の内部は伯二教が依ってい

た当時のままであったのでクモの架がはりめく-らされ,境

で-ばいであったが,正面玄関に土木工学科の古い有坂と

は対象的な其新しい板に_啓かれた見る目もあざやかな字は

すこぶる印象的であった｡｢あみこす｣,第-号の巻頚言

の上甘こ当時のおもかげをしのぶことが出来るが,まさかあ

の写真が最後の記念写真になろうとは････0

校舎の焼失と同様敏一色教授の御逝去は全く楕ずること

は出来なかったDこの不幸は,校舎の焼失のため名古屋の

学会からの帰仙の途中東北線車中に於いておこ･,たO

新入生を迎え,我々も二年生になったD我々の前にまっ

ていたのは夢と希望にあふれた第一歩とは異って校舎もな

く教授もいないという,全く希望と不安の入 り乱れたスタ

ートであったo後任の先生の問超はどうなるんだろう｡校

舎の件はどうなるんだろうかO教養部の川内移転が本決り

になった当時,富沢は自'J期だけだと思い,新校舎がすみや

かに裡つんだということを念願し,そう信じて疑がわなか

ったが,しばらくして発干ほ れた学内新聞VLよると,｢噺

定的措億として薬学科後期専門課程よりの授業を宮沢で行

う予定｣という記事が載っていた ｡一瞬これをみた時ぎJ=

っとし,勉強しょうという気持が以前にも増してスウーy

とぬけていくのを感じたOこれはえらいことrLなったO漸

定的指値とはいいながら恒久的なものとなる可能性が大き

い｡まごまごしていると宮沢の山の中で永久にかすみを食

って勉強しなければならない｡静かで,景色が良くて,普

ことに勉強には絶好の場所であるが,あらゆる条件を総合

IJて,立体的見地から判断した場合,夷の学問をする所と

しては断じて適していず,病人療養の適地としか考えられ

ないo一例を上げるならは市内に出ていくのすこ一時間はか

り食 うoパスと砲車があるが,バスは革が六角形ではない

かと思われるように,ガタガタゆれ,正門につくまでにほ

相当な肉体的苦痛を感じ,気符が悪くなり,健康上大いに

支障を釆たし,電車といえはのろのろ一時間おきくらいで

のんびりしているから,いざ鎌合という時には全然役に立

たない有様で,はじめの一,二ケ月はよかったが,つくづ

くその不便さに身をもてあましている折であった｡新校舎

がいち早く発!つものと期待していた我々には相当のショッ

クであったO再三のショックに学生の気持のみだれは薬学

科の将来に大きく好響しはじめて来たo

この漸定的持田としての宮沢決定案はやむ甘こやまれぬ学

校当局の措fEfであるとはおもいましたが,ある局面をとお

してのみ判断した,学生の私生活の便宜を考えない苦肉の

取決めのようにしか感ぜられませんでした｡富沢の長所短

所もi:く知っているO教養S=年間か3:うにも相当の不便

をきたすことを身に感じて知っている｡いくら漸定的搭圃

といってもここに専門課程をもって来て勉強することなど

不可能であり,この為の学生の精神動揺を考えるならば,

あまりにも薬学の将来を考えない知謀な措鐙では なか っ

たのでしょうかOなんとかして富沢で勉強することの不可

能なことを先生方に_納得してもらわなければならない｡も

しここで宮沢が正式に決定されるならは薬学科の将来はあ

り得ない0-日も早く先生方にこの点なみとめていただこ

うOこれと平行して人事聞題,新校舎の問題も早く考えて

もらおうOという気道が学生の間におこって来た｡

一誠 意 へ の ス タ ー トー

それにはまず,その後の事情,学校当局の考え方がとの

ようなものであるかを知ることが先決問題である｡それ故

その学校側の事情をきいてくるために,弟一期生の村田君

柴田君と僕が正式にきめられた.ここに我々の誠意を訴え

るスタートが切られたのである｡

まずその後の事情を先生側と事務側からきくために,昨

年12月江腸会館で行われた親睦会に出席された関係から多

少既なじみであったので,黒尾教授,岩口助手,相沢事務

官を訪ねて,その後の事情をお聞きした｡この時お聞きし

た内容は第一報としてプリントに刷っておくはり甘こしたの

で,よく御承知の事と患うから,ここでは割愛することに
するO-刻も早くこの事僧を知らせ,この間題を討議する

ために,桜咲きみだれた線の芝生の上で,会員参加のもとに

クラス討議が行われたO全く美剣にfi:って討論してくれた｡

行きたらない事情に大いなる不満の色が全員にあらわれ,

再度事情をくわしく聞いてからに討議しなおすということ

になったO今までクラスのことなどに全然無関心 の よ う
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に見え,他人の事など考えない人が多いと患っていたのは

大きなあやまりであることを発見した｡皆んな薬学科の将

来を考えているのだDそう思いこの皆の責卿な姿を再発見

してからは自分の身がくだけるまで,この間超に一応の型

がつくまで,勉強の万は一時ストップしてもぶつかろうと

いう闘志がむらむらとわいて来た｡このような重大な事態

に面面した凝験は一度もなかったかクラス全員がその気に

なり,一致E7]結していれば,絶対大丈夫という自信はあっ

た｡あの時の一人一人の言動が今もって頭の中にありあり

とうかんでくるO誠意をもってぶつかればいいのだ｡

更にくわしく事情を知るために学部の最高責任者である

武藤医学部長と事務系統の最高責任者である内田事務局長

にお会いし,事情を聞き,かつこちらの誠意を訴え,学校

当局の再考を求めた｡学校当局の考えは充分聞くことは出

目 一 一 ･･

に慎重であり,解答はすこぶる抽象的であったOこの間の

事情は第二報のプリントに示しておいたとおりであるが,

あまり静値の進展は望めなく,新築の件は問題外,富沢以

外,現状としてどこにもないとの御返事であった｡

我々は宮沢の欠陥を一年間通学してよく知っている｡そ

れ故いくら噺定的措置とはいえ,学科の将来を思うと,富沢

以外にはあるまいといわれる時の失望,落脂は全く大きく,

全てが消え失せていくような気持がして目の前が夷略にな

ったOだからどんな好条件つきでも富沢には断固として反

対であったOこれは決して感情論ではありませんO-学科

㊨

が孤立して勉強することなどは現状として不可能たことは

あまりにも明白なことだからです｡その具体的欠陥例とし

て一,二年の討議により採択し,各先生方におくはりし,

説明申し上げた例文を下の様に取あげることに致します｡.

このよう-こ多数の欠願のある富沢をどうしてみとめるこ

とが出来ましょう｡

なんとかして先生方に薬学科学生全員の気特 を判 って

もらわなければならないoそれには我々の最大の力である

誠意あるのみだOこのためには学生全員が行って説明する

のが理額的であるが,現実の問題としてそういうことは不

可能であるO代表が行って誠意を訴えることが唯一の方法

である｡そのためには毎日でも学生全員と会 うことが必要

となってくるoLかしこれも現実の問題として不可能であ

るOそれで山の上で集まっ.たとき･クラス全員の意向をも

れなく反映させるために,先に選らほれた三人ではどうし

ても足りないので,この他に五人の代表を選んだOこれら

'1人の役削よ,重要決定事項を除き,細かな問題を定め,

すべてを円滑に行 うためであったOこの八人の代表は,毎

日のようにあつまり,この間樋を分析し考えたO授業のあ

い闇をみては北四番丁の医学部まで出て行き,八人で矢つ

き早やに先生に事情を説明し,御理解あるお力添えをお願

いすることも度々であり,大変御迷惑をおかけした先生方

も多いと思います｡がしかし,我々にとってこれが唯一の

方法であったのです｡

一恒 久 的 新 校 舎 間 鞄-
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場合,恒久的新校舎の廼殻はなお大きな間塩であり,我々

としては出来るだけ早く建てることを念願し,一時とてこ

の間箆を考えなかった時はないのですDこの間窪は我々の

力ではどうすることも出来ない大きな問題なのですo文部

省の考えと,東北大学全学部の考え,持すこ,医学部内の

意考が薬学科の校舎新築に憤いた時始めて,現実の建設の

問題として我々の前に大きく浮び上ってくるのです｡しか

しこれはそう簡単にはすまされないのです｡大きな問題が

その背後に_からまってくるのですOとこの学部,学科等で

もこれで満足だと云う建物はないでしェう｡自分の所を先

に雄てたいのは人情でしょうo文学部内で も細部 にわた

ってうまくいかないのも多いでしょう｡だがこう云ういろ

いろの聞題をぬきにして我々薬学科の校舎間塩は早く解決

されねばならない重大間超なのです｡我々はいつも心の中

で次のように思い,訴えてきた ｢教授もいないのですO校

舎もないのです｡薬学科の運命をかけた大事な分岐点に立

っているのです｡新設学科は他の学部,学科の温い援助が

なければ育っていかないのです｡我々を見親しにしないで

下さいO｣そこでこういう難関鬼がいち早く解決されるよ

うに,学生として出来るだけのことをしようという考えが

全員の稔意のもとにみとめられた｡

かねてから愛知択一先生が薬学科新設に多大な功労者で

おられることをきいた我々は,先にのべたような実状に薬

学科の現状がなっていることを,学生として愛知先生に会

って御話し,御理解していただき,なお一層の御助力を

藻学科のためにしてもらいたいと患っていた｡この事を

八人で武藤先生にお轟いたしましたら,先生個人 として

も出来るだけの努力はするが,学生として愛知先生に誠意

を示すのも結構であろうと云う御了解を得,かつ叉親身に

いたった御紹介をしていただき,選挙後愛知先生が帰仙な

された時,自宅に於いて大変御多忙中であられたけれ ど

ち,わざわざ御会い下され,三十分と云う大変長い時間我

塞

理

々の説明に耳を憤けて下されました.東北大学全体の考え

即ち世論といったものが薬学科新築に傭いたら一層の努力

をおしまないというお約束を得た｡出来れば追加予算の面

で何とかならぬものかと願ったO又学生としての誠意を東

北大学のみならず,文部省当局にも示したいというと,ち

し全学生の意向がそのつもりで東京に来るならは文部省に一

和案内してやろうという御確約を木村秘香官から得たo

このために_一応形式的に陳情書を作成した｡八人の者が

あらかじめ原案を考えていったのが ｢あの字は平仮名-こし

ち,その手は漢字にしろ,それはけずれ,その文章全文を

このように変えろ｣といった具合に見事にほとんどの個所

に大改修が加えられた｡これに三,四時間ついやされた｡

この時は全く揖しかったO赤裸々な姿を見たからだ｡その

陳情番を今頁の下に示すことにする｡

又この間栓長及び医学部の基礎及び陳床の諸先生方にク

ラスの者が手わけしてお会いし,薬学科の現状を説明し,
力ある先生方の御理解ある御支援を求めた｡

総長及び医学部の先生方並びに事務局以下の方々に大体

お会いし,御理解していただいたので,次の段階として,

いよいよ文部省に行き学生としての誠意を示してくること

を全会一致でみとめた｡三人の代表をきめた.総長並びに

医学部長に文部省行きの事情をはなし了解を得たO

先日のお約束通り首相官邸に木村秘書官をたずね 福田

文部次官VL面会の手続きをとっていただき,午前中に次官

にお会いし,薬学科の実情をはなし,今日の陳愉ま,学生

としての誠意を訴えるため甘こ,東北大学医学部薬学科学生

全員の考えでお伺いした旨を伝えた.｢大学から申請書が

出たら出来るだけ予算の面で努力してくれますように｣と

短い時間であったので,現状をくわしく説明出来なかった

が,誠意だけは通じたものと確倍している｡この外局長,

課長にも一人一人お会いし,陳情書を投出し,実情を説明

したO薬学に関係ある各方面からの御援助も依頼したO帰
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イ山後,東北大学の予算の申市有は7月までに出来上ってし

まい'大学の最高の機関である評議艮会が6月の25日にあ

るときいていたので今年度の追加予算又は来年度の予算に

くり入れてもらうために,なんらかの評議員の席上で新築

の岡庭を議塩にしてもらうために足まめに各評議員の先生

方せこいくつかのグル-プに分れてお伺いし説明した｡時間

の都合上伺えなかった先生方は失礼ながら郵送いたしまし

た｡先生方は好意的であり,医学部内がそういう意向なら

大いに援助してもよいとの御返事であったOこのような経

過をたどり,岡崎先生の御赴任により,この度3:うやく人

事問題,校舎間超 (漸定条件は医学科内に,恒久的問題は

来年度あたりから着手するらしい)に一応の決着をみるに

いたりました｡このように円滑に,最も理想的な面にこの

難圃超が解決のはこびにいたったのは有力な方々の温い御

,O 器 御努力の賜と患い'我 学々生欄 謝感激にたえま

ここで具体的経過をまとめてみることにいたします.

4月14日 (月) 土木工学科よりの出火のため,薬学科
が後期専門課樫より使用することになっておりました片平
丁校舎の焼失0

4月15日 (火)名古屋の学会より校舎の焼失のためお帰
りの途中,東北線車中に於いて,故一色孝先生が御逝去な
されました｡亭年43才
4月16El(水)柴田君,武藤,森屋両先生に電話し,学
生としてなすべき用件をたづねるO
4月17日 (木)故一色先生の舞儀行ある0
4月29日 (火)日の出八常に於いて,薬学科新入生歓迎コ
ンパが低されたoL二年担任三岡先生,一年担任高橋先生以
下40人各出席｡
5月2日 (金)黒屋教授,岩口助手,相沢事務官にお会
いし,その後の人事間超,校舎問題の概略を伺うOその内
容は第一報としてプリントにすってくはる｡
･5月6日 (火)教養部内,三神峰山上に於いてクラス討
議するo発一報のプリント内容がお柏末なためもう一度く
わしく事情を伺いにあがるD

5月8日 (木)武藤医学部長,内田事務局長にお会いす.
黄二報としてプリントに刷ってわたす｡
5月9日 (金)黒屋先生に富沢の欠隠例の文書を手渡す
5月13日 (吹)12時よりLLrの上に放てクラス討議,毎日
全員集ること不可能につき,他に5人の義貞を決めるo京
田君,草野君,林さん,三野君,柳瀬君
5月15日 (木)化学講義の後,食堂に於いて8人の会議
を開く0

5月16日 (金)黒屋先生にお会いするD富沢の不可能な
点を切実に訴える0
5月19日 (月)8人で黒屋先生に会った｡夜,長陵会館
に武藤先生を訪ねる｡その後の敵情をたずね,愛知先生へ
御面会の了解を得,紹介状をいただく｡
5月20日 (火)朝,愛知摂-先生をお宅に訪問留守,木
村秘書官に面会,25日選挙後帰仙 その時お会いするとい
う約束を得て帰る｡朝10時,黒川給長にお会いし燕学科の
現状を訴える｡

5月22El(木)一年生とのクラス討議0
5月23日 (金)岡崎先生にお会いする｡
5月24日 (土)医学部基礎医学の諸先生方にお金いす｡
(本川教授,和田教授,正宗教授,師教授)
5月25日 (日)愛知先生を仙台駅に出迎える0
7時50分,薬学科学生一同大磯森へ-イキング,9時愛知
先生訪問
5月27日 (火)薬理学一寺坂教授,法医学-村上教授に_

お金いする｡
5月28日 (水)午後,文部省に行くため帰京｡革中京郡
の学会へ行かれる武藤先生に合う,東京行きの了解を得る
5月29日 (木)在仙の人達が,総長とお会いし東京行き
の了解を得るD
5月30日 (金)戟,首相宮廷に愛知官房長官秘書官木村
氏を訪問する｡文部省に稲田文部次官を訪ねるO陳情書挺
出｡以下局長,課長にお会いし上京の理由を説明し,陳情
書を手渡すO午後,銀座に,日本薬剤師協会を訪ね,出釆
る限りの御支援をお願いし,参議員会館に放て,高野協会
長にお会いするD (高石,村田,柴田,中野)
6月17日 (火)学生食堂 (公孫樹)に於いて,岡崎先生
をまじえ,親睦会を催すO出席者72名薬学の現状及び今迄
の行動を6月25日の評議員会まで評議鼻の先生方に一人一
人お会いし説明し,陳情香並びに富沢の欠陥例を手渡し,
評議員会の席上新築の件を蔑視にしてくれる様にたのむ｡

名前, 評議 貞, 医学部 の先生方

△評議員の先生方で直接お合いした万々は
黒川総長,小林文学部長,塚田教育学部長,藤搬理学部
長(代),武藤医学部長,礎辺工学部長,金倉教養学部長
(経),世良教理(氏),鍋島教授(醍),半沢教授(理),本
川教授(医)'黒星教授(医),神田教授(金研),福本教授
(宮沢),加藤教援(理),坂本教授(幾研),海老名教授(抗
研),鳥海教授(非水研) (代) 代理 (噸不同)
△時間の都合上失礼ながら郵送止むなきvLいたった評議良
の先生の方々
高柳法学部長,木下経済学部長,今井農学部長,新明教
授(文),林教授(敬),抜山教授(I),的場教授(工),伊
東教授(負),松山教授(科研),小野教授(宮沢),末永教
授(経),麻生教授(最),大日方所長(金研),日比所長 (
科研),沼知所長(高速力学研),小野所長(選鉱研), 衣
井教授(通), (順不同)
△医学部教授
武藤医学部長,黒星教授(細菌),浦教授(解剖)瀬戸教授
(解剖),森教授(解剖),和田教授(生理第一),本川教授
(生理第二),正宗教授(医化),諏訪教授(病理),寺坂教
授(恭要),佐野教授(小児),桐沢教授(眼科),高橋教授
(皮膚酪尿),綿貫教授(麻酔),村上教授(法医),槻木教
授(公衆衛生),馬飼教授(内科第一),桂教授(外科第二)
(噸不同)
高瀬薬局長 佐藤医学部事務長
△文部省関係者
教育施設部長 田中徳治,大学学術局長 稲田清助,庶
務喪長 浦生吾郎,大学課長 春山傾之輔,技術教育課
長 妹尾茂首,学生課長 西田亀久夫,研究助成課長
中西勝治,学術課長 岡野澄,学術情報主任官 村上成
一,教職員養成課長 村山松雄,調査局長 北岡健二,
社会教育局長 福EEl繁,管理局長 小林行雄,大学学術
局長 緒方信一,助成課長 今村武俊, (順不同)

約150名程の各々にお会いして御説明申し上げて来たE,

薬学科学生諸君-

以上のような経過をたどり,我々薬学科学生は出来る限
りの誠意を示して来たO我々の誠意は通じたのだO

諸君tl.この難問題で示したあの美しき一致協力の精神を

忘れず,薯さを充分に生かし,ファイトをもち自信をもっ

て,前途の難事に体当りしていこうではありませんか.戟

々の行く手には目すこ見えぬ,無数の難敵が待ちかまえてい

る.手をとりあって,薬学の発展のため,人類の福祉に貢

献するため,お互いにたゆまぬ努力をつづけましようo

最後に,この創設薬学科に温い手をさしのべて下され御

理解ある御力添えを下された方々に ｢あみこす｣誌上より
厚く御礼申し上げ,今後とも変らぬ御支援をJbから念願致

します｡
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傍観者という曲者

一誠実を貫くのは難しい-

村 田 正 弘

｢季節風の彼方に｣という映画をみた｡佐藤鉄華氏の同

名小説の映画化で愚名から,亦関川監督の演出からいって

直も忙リアリスティックた内容はすく■判断されるo東北の

一山村を背鄭こ久我美子の紛する部村という女教師をヒロ

インとして僻地教育問題忙スポットをあて,日本の貧困性

とそれと闘う教師の努力という恰好の増村を採り上げたも

のであるoもともと内容V-惹かれて入ったわけでもないの

に,私はこの映画の投げかける不忠試な魅力中こひかれ,な

んともやり切れない気持甘こなってしまったO映画の持つ芸

術価値とか報道性とかいったものは,今さておくとして,

私が興味を惹かれるのは次の二点であるO.即ち一つは白木

の山村に於ける救い難い樫の後進性をフイルムという生々
しい手段で訴えられたことであり,もう一つは映画が主題

として訴えた誠実という吉葉がこの映画を離れて他の局面

vL_於いてもひどく関連を持つ様に患われたからである｡前

者については,以前から多少関心を持っていた間超で,浅

描ながら想像を絶する-働いても働いても貿しい-あの貴

国や,この映画糾ま余り出なかったが僻地の人々の放く姪

との純知,或いは叉都市に放けるステムの怠惰や不軌ま人

間社会の持っ恥部で,殻法による最低生活の保障とか後進

地総合開発とかいった経済的,政治的理論解決を受け付け

ない問題ではないかと考え,二三感想もあるがこれは他の

機会にゆづるとして後者について少々のペてみたいO

請を進める都合上しばらくスト-リーを追うことを許し

ていただくD大学を家の真しいが故に諦め山村の中学校の

助教となった那村は恩師の〝誠実〟という言袋を守って,

前任者の意志を継ぎ,ひたむきな変情を子供達に注いでい

くDところがその結未としてあらわれてきたのは学校当局

との対立である｡即ち那村助敦の純粋な気持は図書費の不

足の間組を機に現実の世界には受け入れられないことにな

る｡校長は自己の立場上事勿れ主義を頑迷に通し,これを

破ろうとする若い助教諭部村をついに左遷するbこの際一

番の曲者は第三者と自称する他の先生方であるD筏等は決

して第三者ではなく,この場の当事者である町に拘らず,那

村先生の考えを正しいとしながら,硯極的に賛成助力Lよ

うとは決してしないのであるO彼等も亦自己の利益を守ら

ねばならないからである｡自己の誠実をつくそうとする,

言い換えるならは自分自身に偽らないでいこうとすれば,

それは従来の権威,慣習,皮肉な親方をすれば秩序に挑職

することであり,実際には上役,先輩,同僚果ては友人と

まで対立抗争しなければならないとはよくよく因果なこと

であるo 敢えてこの極めて社会的FL-みれば危険な冒険を行

い自己の意志の裁きを試練する勇者が何人いるであろうo

勇者は独り雄々しく敬 うのみなどというのはそれこそ安易

なヒロイズムというべきであるDもっともこの勇者には数

限りない同情者はあるが,この種の同情は一度幕会の情勢

-つで,次の場面には中傷となって現われる危険極りない

ものなのである｡そしてこの映画ではこの俳優こそ 他の

先生連なのである｡- だが現今何とこの瞳の人間の多い

ことかD更に_悪いことには,自分こそ先見の明ありと自称

し,実際,甚 理々知的なインテリ周に多いことであるOこれ

等インテリ派と,時が解決するだろう,向とかなりまし=

うという讃ましきオプティミストがその大部分を占める現

代社会で,人の良い誠実派がアカ呼ばわりされたり,左遷

されたり,茨の道を歩みながら伝統の城壁に守られた古い

権威に十字軍的な職いを挑んでいるのであるO鞄机､の前途

は明るくはないo歴史がそれを如実に譲っているo過去何

十年という間この戦況は変らず,誠実派の痛々しい犠牲は

後を絶たない.然しどうして又この不利な誠実派に飛び込

んでいこうとする勇者がなくならないのだろうOそこに人

間が一度は自分の少し大けさにいえは正義感を貰こうとす

る本能的気持が原因といえないことはたいだろうo この正

義感も少年期を過ぎるとそれを阻む余りにも巨大な障害に

圧倒され,諦めや自暴の段階を通り,血臥ま逃避となり,

対決は同化噸応とたってやがては枯淡な然し迫力のない茶

壷草庵に私営する如きE7本のインテリが生れるのである｡

そして彼等は自己の採った手段を最も利巧な人間のたどる

処世術とこころえ,後につづく若き英雄運をセンチメンター

ルな理想主義とからかい,時折アルコールの助けを借りて

体内の不蘭を昇華させるのだO困ったことにはこのインテ

リ屈の年令が近年とみに若くTi:り,我 学々鐘の中にさえ見

受けられるようになったのは残念甘こ思 う｡少くとも若い闇

は自分の心中正しいと思うこと,常識的にみてとるべき道

は萌散に踏み粒してみたいOそれは行きすぎや誤った方角

のこともないとはいえまいo葬無しそれでもよいのではない

か,それこそ時が事の正しさを知らせやがては正しい歌道

に乗せてくれるであろうO自己の利益を鰯祝して自己の主

義に生きる,多少きざっばいがそれもよいのではないか｡

E]本は職前,戦中と誤った道を歩んでしまった｡敗戦と

いう尊い洗礼を受け新しく正しい道を歩み出した日本は再

び大きな試練の前に立っている｡勤務評定問題を始め学問

の自由に対する圧力は次帯に強まって来ているO職前の日
本のインテリ層は,戦争を拒否し,学問の自由を敢然と守

らんとした少数の先巌者を見殺しに.して,あの泥泊の職筆

へ日本を追い込んだ責任をもっている｡今こそこの愚かさ

を繰り返してほならない｡国際社会に於ける日本の外交の

不-貰性もつまるところの岸政府の両岸的性格によるoは

っきりとした層度を打出さぬアメT)カ追従はやがてはAA
グループの信頼も失い,国際間に孤立することは明白であ

るO残念ながらこの両岸的性梅は我々の中にもないといえ

る自信があるだろうか｡もJ'と筋を通そうO世界は大域の

緬芦原に究ているO正義は精鍵や放智に優越するO我々の

はっきりした態度の表明こそ大磯回避の唯一の道だと信じ
るD

映画のフイルムの巻末の〝緯 〟の字は問題の一切を解決

し,次の楽しい娯楽映画への橋渡しとなるが,現実世界で

の誠実を貫く讃掛ま柊のない苦闘の連続で息の休まる暇も

ないのは人間の負った得命なのであろうか｡ (罪)
58.8.7

御会合二好適 .T.I

東 -

キ リン ビヤホール

砥 話 肖 四 一 〇 三
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故一色教授.巷しのぶ

｢あみこす｣二号誌上より謹んで故一色先生の御霊に申し上げ

ます｡

あまりにも突然な御逝去でありました｡薬餌の厄介になった

ことがなかったとお聞き致しておりましたので,私達にとって

どうしても信じることが出釆ないことでございました｡全くあらゆることが夢のよう

です｡だが今となっては信じなければならないということは何と悲しいこ とで し ょ

う｡

F'F年十二月江腸会館に於いて催されました親睦会の時には,あれほど御元気な姿で

我々学生の愚問に一つ一つお答えになっておられました｡あの時の親身になって話し

て下された御言葉が先生の最後の御言葉になろうとは何人が想像し得たでありましょ

うか｡人生無常とはいえ,あまりにもはかない現実でございます｡今となりまして,

いかに愛惜の念がおこりましても,先生の御霊を再び返すよしはなくて,万斜の涙も

先生の永の眠 りをさますにた りないこととは存じながら,矢張 り,親に先立たれた子

供のよるべなき悲嘆のせきをとどめようがありませんD新入生の苦々しい,希望にあ

ふれた勇姿を御覧になれなかったのは先生もさぞ心残 りのことでしょう｡

先生とお会い致しましたのはただ一度でございましたが,何年もの間一帯に勉強し

た如き師弟の愛情が感じられ,惜別の念を禁じ得ません｡新設薬学科のための血みど

ろの奮闘がかえって先生の一生を短かくなきったのではないかと患い, 護んで哀悼の

意を表しますoLかし薬学界に残された数々の偉大な功績は貴重な文化遺産として人

類の福祉に多大の貢献をなすことを固く信じてやみません｡

ここで徒らに嘆きかなしむのをやめ, 全且一致団結して必ずや東北大学医学部薬学

科を日本一の薬学科いや世界一の薬学科にいたすことを学生全員誓ってお約束致しま

すo又これが先生の御心にかなう唯一の道と考えます.

先生の御心配なされた校舎問題も諸先生方の衛理囲並びに御努力と学生全員の奮闘

によって,この度円満に解決しました｡

どうか御安心して安らかにお眠 り下さい｡そして私達の希望中こ満ちた将来をお守 り

下さい｡

東北大学医学部薬学科学生一同
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後 記

◆この ｢鼓)みこ

す｣第2号編纂

の趣意は薬学的

雰囲気を盛り上

げることにあっ

た｡十分とはいえないまでもそういう原稿があり,不足な

所は意気と熱意で補い得たと患うD尚細部に於ては批判の

声も聞かれるかも知れないが,そういう点は次号甘こ期待を

かけることにしよう｡

◆本誌の完成は 】･2年学生の汗の結晶である｡皆一致協力

してやってくれたOこの熱意とチームワークがあったから

こそ1ケ月程の超スピードで出来たのだと患う｡創設時の

我々にとっては何よりも全学生の ｢若草,ファ イ ト,協

刀,友愛｣の精神が必要欠くべからざるものである｡そう

いう意味で本誌の作成が識々薬科学生の従横の連繋の一端

となり得,共に学ぶ共通の広場となり得たことを晴しくお

もうのであるE,

◆昨年四月,創設されたというだけで,多難な前途が予想

される我が薬学科をこ大学当局の多大な御配慮によって,岡

崎教授が称赴任なされ,専門課程の校舎として,医学科校

表 紙

アミコスも二号を発行するに至り,一勅ではあるが専門

的な記事も見え,又将釆の薬学科の専門誌に遵なる事を考

慮し,専門詮的色彩を出す為に原子結合のコンビ不一シ,

ンの形で措いてみた｡

勿論原子の結合は不自然ではあるが,人によってはこれ

はシャボン玉,或いは要の様な感じを受けるかもしれませ

ん｡

注 アミコス (ラテン語AMICOS)は友達,味方を意

味する｡ (戸 引)

舎に⊥応 の決着をみる忙至ったことは我々学生にとって,1

非常に嬉しいことであるO本誌はこれまでの校舎開魔を大

きくとり上げ,特集の形として掲載した｡

◆仙台国立病院副院長,■中沢先生を訪ねて,いろいろとお

缶を伺ったo先生は東北大学医学範医学科の第一回生とし

て御修学なされたので,当時の医学科と我々薬学科の環状

とに共通点,あるいは似通った問題があることと患い,何

かと参考に供する目的で訪問してみた｡先生は,この薬学

科設置の目的と使命とを詳しく説明して下された｡

◆福袋部の責任のもてる限りに於いて,誤字,不明の箇所

の訂正を行い,又紙数の関係で編集執こ寄せて下さった原

稿の一部を割愛せざるを得なかった事を御了承下さる様衝

願い致します｡

◆最後に,広告の名目で多額の御支顔を下され た各位に

厚く御礼申し上げますO今後とも,深い御愛顧をたまわ り

たく,よろしくお願い致します｡某会社の学術課長にあっ

ては,かえって救助叱略してくれた程だった｡我々は期待

されている｡我々は責任をもって,我々の義務を釆さねは

ならぬO自愛の念をもって成長せねはなら払 互いにムチ

打ち合って努力してゆこう｡

戯

卓 み こ す 2号

1958年8月30日 印刷
1958年9月1日 発行

発 行 者 東北大学医学部薬学科

編集責任者 早 坂 鉄 太 郎

印 刷 所 KK 針生田刷製本所
仙台市花京院通39
電話㈲3388(2)6644

クスリの御用は

･窒 歪 北 村 薬 局

仙台市錦町25番地

TEL⑧2634
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月千月蔵と苗り腎強イセに
新 発 売

第一製薬東京･日米構

Jtoント誼
パントテン酸製剤

★Jiント錠の主成分バントテソ酸性､他の成拐･

と共に､肝臓の分泌機能､代謝横能､解毒横

能､血液成分生成壌約旨など､あらゆる働きを

旺盛にし､肝臓病の予防､治療に卓効を奏し

ます｡

★パント錠はあらゆるストレスに反応して､副

腎のホルモン分泌機能を旺盛にし､身体の防

衛力をたかめます｡

★パント錠は新陳代謝を円滑にし､疲労を回復

させ､生体に煎力を与えます｡

20鑑 500円 100鑑 1,200円 (1日1.-2捜8琵FE)

アドレJクロームは血液凝固脂に影響せず
に止血･血管強化作用があることが知られ
ている.之に畏近の研究によってP.V.P
は摩れた吸潜酵毒作用,利尿作用と血液成
分･に影響しない波力な止血作用が明らかに
された｡之の二つを斑合せて,毒性,副作
用のない止血並びに抗アレルギー作用を発
拝する薪製剤である｡

健保点数

静 豊野 ‡言

○ 各科出血の予防並びlこ治療

0 火傷 ･湿疹等の分泌抑制

0 ショック･各種アレルギー性疾患治療

0 各科手術の前後

アドtJLIJIV
(包装)10cc lo曹

販売元 杏 林 薬 品 株 式 金 融
東京都中央区 日本橋四丁 目六番地
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リ ウ マ チ

皮 膚 疾 患

ネ フ ロー ゼ

眼 疾 患 な ど

〔健 保 適 用コ

塵 塩野蕃穀薬株式 会社

★ コーチゾンの約5倍強力｡従って臨床上､コー

チゾン･ハイドロコーチゾンに比し著しく少圭

で迅速､強力､的確に奏効する｡

☆電解質代謝障字による副作用 (浮腫 ･心臓表弱

など)はほとんどない｡

☆Cortisoneescapeおよび副作用で治療を継統

できない息者にも､優れた効果を発揮する.

☆局所症状の治療には ())ウマテに)関節腫内圧

入用､ (皮膚疾患に)軟膏が効果的である.

強 力 合 成 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン 剤

印 睡 頑

丑剤こ5qglO錠 30錠100錠'1qg30錠 100錠 注入用:125喝

バイアル入 軟膏:0･5%10g'0.25%10g3g 100倍散



メチオニンを配合 ･ビタミンを増量した

新 製 品 ′
痔に消費量の多い重要 ビタミンを

増量し､また肝臓の働きを活発にして

ビタミンの作用を更に有効化するため

強汗薬メチオニンを配合しました｡

ビタミンとメチオニンの協力作用に

よ り効果は一層強力にな りました

★結合ビタミン剤

価 格 SO錠 (350円 ) 100錠 (950円 )

ほかに ･･･ミネラル入強力バンビタンrVT バンビタン液･末

大阪市東区道修町 武 Et]薬 品 工 巣株 式 会 社 (,{12)

さらに
進歩した･-精神安静期

苦 味 が な くー習 慣 性 の な い

亡2･エ チル ク ロ トニ ー ル尿 素 製 剤コ

トランザーは､鋲静作用が極めて強く

催眠作用は殆どないので､精神安静の

E]的に最も適した英物ですO

トランサーは､苦味がなく胃腸障害な

どの副作用がありませんOまた､長期間

使用した例でも､習慣性や耐性が認め

られず､安心して使用してTJRけます｡

〔文献送呈〕

東京目先橋本町 中 タト製 薬 株 式 会 社




